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租
佃
契
約
、
す
な
わ
ち
回
土
の
賃
貸
借
契
約
闘
係
と
い
え
ば
、

ふ
つ
う
蝕
分
の
回
土
を
も
っ
地
主
が
国
土
の
依
乏
す
る
農
民
に
た
い
し
て
、

回
土
を
貸
し
出
し
て
小
作
さ
せ
る
関
係
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

く
、
貧
乏
な
農
民
が
賃
貸
料
を
入
手
す
る
目
的
で
田
土
を
貸
し
出
す
と
い
う
消
費
貸
借
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
を
含
む
こ
と
は
、

今
日
ま
で
多

唐
代
の
租
佃
契
約
が
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
も
の

ば
か
り
で
な

く
の
人
々
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

近
年
中
園
で
は、

韓
園
磐

・
孫
達
人
氏
ら
に
よ
っ
て
こ
の
黙
に
か
ん
す
る
専
論
が
出
さ
れ
、
租
佃
契
約
の
な
か
に
、
富
裕
な
地
主
が
貧
民
に

国
土
を
貸
し
出
す
も
の
と
、
貧
乏
な
土
地
所
有
者
が
国
土
を
質
物
と
し
て
高
利
貸
に
差
し
出
す
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
雨
種

そ
れ
ぞ
れ
の
ば
あ
い
の
契
約
嘗
事
者
聞
の
貧
富
の
差
が
強
調
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
見
方
が
一
般
的
に
な

っ
て

の
聞
の
性
格
の
相
違
と
、

い
る
よ
う
で
あ
る
。

日
本
で
は
池
田
湿
氏
が
、

租
佃
契
約
文
書
の
精
確
で
便
利
な

テ
キ
ス

ト
を
作
成
し
、

こ
れ
に
詳
細
な
分
析
を
く
わ
え
た



が
、
そ
の
際
や
は
り
地
主
と
租
回
人
と
の
地
位
の
優
劣
に
よ
っ
て
分
類
が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
孫
氏
ら
の
読
と
の
聞
に
は
剣
断
の
相
違
も
あ

る
。
さ
ら
に
仁
井
田
陸
氏
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
っ
た
覗
角
か
ら
租
佃
文
書
を
分
類
し
、
国
主

・
租
田
人
聞
の
地
位
が
針
等
な
も
の
と
、
田
主

の
方
が
つ
よ
い
立
場
に
あ
る
も
の
と
が
あ
る
と
し
た
。
私
の
奮
稿
で
は
、
以
上
の
諸
見
解
を
も
参
照
し
て
、
こ
れ
ら
の
契
約
は
比
較
的
卒
等
な

小
農
民
聞
に
結
ぼ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
に
田
主
・
租
回
人
が
そ
れ
ぞ
れ
多
少
優
位
に
あ
る
も
の
、
南
者
が
劉
等
な
も
の
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
た
。
た
だ
そ
の
際
、
諸
見
解
の
整
理
が
不
充
分
で
論
じ
っ
く
さ
な
か
っ
た
黙
が

あ
り
、
ま
た
個
々
の
文
書
の
解
轄
に
お
い
て
は
誤
解
を
し
た
ば
あ
い
も
あ
っ
た
。

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
租
佃
契
約
に
も
消
費
貸
借
的
な
性
格
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
正
式
な
消
費
貸
借
契
約
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

敦
埋
か
ら
は
多
数
の
褒

・
粟
・

絹
な
ど
の
貸
借
契
約
書
が
出
土
し
て
い
る
が
、

そ
の
大
部
分
は
牢
年
ほ
ど
の
短
期
契
約

で
、
質
物
は
と
っ
て
い
な
い
。
租
佃
契
約
と
の
関
係
と
い
え
ば
、
こ
れ
ら
と
は
ち
が
っ
て
、
国
土
を
抵
嘗
な
り
質
な
り
に
と
る
ば
あ
い
が
問
題

に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
敦
煙
か
ら
は
典
地
契
約
(
不
動
産
質
契
約
)
文
書
が
一
通
出
土
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
近
年
紹

介
さ
れ
た
吐
魯
番
出
土
文
書
の
な
か
に
、
国
土
を
借
銭
(傘
銭
契
約
〉

の
抵
嘗
に
指
定
す
る
も
の
、

国
土
を
借
銭
と

ひ
き
か
え
る
も
の
な
ど
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
池
田
温
氏
は
こ
の
貼
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
し
、
小
口
彦
太
氏
の
論
も
あ
る
が
、
私
が
注
目
す
る
の
は
、
そ
れ
ら

の
聞
の
形
式
が
け
っ
し
て

一
様
で
な
い
黙
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
も
租
佃
契
約
と
奥
地
契
約
と
の
聞
に
位
置
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ

- 35ー

ア
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
て
興
味
深
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
租
佃
契
約
文
書
の
な
か
の
諸
形
態
に
つ
い
て
、
つ
い
で
租
佃
契
約
と
典
地
契
約
と
の
聞
に
位
置
す
る
諸
形
態
に

つ

い
て
論
じ
、

最
後
に
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
ふ
れ
る
濠
定
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
な
か
で
、
新
史
料
を
録
文
に
よ
っ
て
紹
介
し
解
穫
を

く
わ
え
る
こ
と
を
も
意
園
し
て
い
る
。
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租
佃
契
約
の
な
か
に
消
費
貸
借
的
な
性
格
の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

一
九
三
0
年
代
に
仁
井
田
陸
氏
ら
の
指
摘
が
あ

る
。
玉
井
是
陣
氏
と
仁
井
田
氏
と
は
、

つ
ぎ
の
敦
埠
出
土
の
天
復
四
年
(
九
O
四
年
〉
文
書
を
、
は
じ
め

「
不
動
産
質
契」

「
不
動
産
質
文
書
」

と
し
て
紹
介
し
た
。

(

A

)

天
復
四
年
歳
次
甲
子
捌
月
拾
柴
田
立
契
、
神
沙
郷
百
姓
借

令
狐
法
性
、
有
口
分
地
雨
畦
捌
畝
、
請
在
孟
受
陽
員
渠
上
界
、
震
要
物
色

用
度
、
途
賂
前
件
地
捌
畝
、
途
共
同
郷
隣
近
百
姓

債
員
子
商
量
、
取
員
子
上
好
生
絹
萱
疋
長

(租
)

捌
綜
醤
萱
疋
長
武
伎
伍
尺
、
其
前
件
地
、
組
与
員
子
武
拾

武
年
佃
種
、
従
今
乙
丑
年
、
至
後
丙
民
年
末
、
却
付

本
地
主
、
其
地
内
、
除
地
子
一
色
除
、
有
所
着
差
税
、
一
仰

地
主
桓
嘗
、

地
子
逐
年
於

官
員
子
逗
納
、
渠
河
口

作
雨
家
各
支
半
、
従
今
己
後
、
有
恩
赦
行
下
、
亦
不
在
論

説
之
限
、

更
親
姻
及
別
稿
忍
主
記
者
、
一
仰
保
人

桓
首
、
隣
近
売
上
好
地
充
替
、
一

定
己
後
、
雨
共

封
面
卒
章
、
更
不
休
悔
、
如
先
悔
者
、
罰

(験
)

官
、
恐
後
無
遇
、
立
此
葱
倹(性〉

地
主
償
令
狐
法
姓

- 36ー

口
納
入

見
人

見
人

宋呉

員?賢

住信



見
人
都
司
剣
官
氾
恒
世

見
人

見
人
行

押局

街剣
官

直?張陰
再
盈

虞

侯

(
ベ
リ
オ
漢
文
文
書

一
三
五
五
紙
背
〉

都
玉
井
氏
が
こ
れ
は
小
作
料
の
規
定
が
な
い
か
ら
小
作
契
約
で
は
な
い
と
し
た
の
は
誤
り
で
、
仁
井
田
氏
が
二
十
二
年
聞

の
小
作
料
を
前
取
り
し
た
も
の
と
解
し
た
の
が
正
し
い
。
こ
の
文
書
に
は
「
租
与
」
の
語
が
あ
っ
て
、
「
典
」
「
質
」
等
の
語
、
が
な
い
か
ら
、

形
式
的
に
は
租
佃
契
約
書
と
認
む
べ
き
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
仁
井
田
氏
も
「
土
地
賃
貸
借
(
租
田
)
文
書
」
の
項
に
分
類
し
て
い
る
。

「
魚
要
物
色
用
度
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
契
約
は
消
費
貸
借
の
性
質
を
も
っ
て
お
り
、

こ
の
文
書
に
つ

い
て
、

し
か
し
地
主
倫
令
狐
法
性
に
と
っ
て
は
、

玉
井
氏
以
下
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
が
不
動
産
質
、
そ
れ
も
消
却
質
の
貫
質
を
も
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

仁
井
田
氏
は
さ
ら
に
右
の
文
書
と
同
様
な
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
吐
魯
番
出
土
の
つ
ぎ
の
天
費
五
載

(
七
四
六
年
)
文
書
を
あ
げ
た
。

(

B

)

天
賓
五
載
閏
十
月
十
五
日
、

交

用
銀
建
伯
伍
拾
文
、
於
百
才
謹
溢
、
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租
取
澗
東
渠
口
分
常
国
一
段
武
敵
、
東

渠
西
慶
屯
南
口
口
北
鯨
公
康
、
其
地
要

用
天
賓
陵
載
佃
食
、
如
到
下
子
之
目
、

(
不
)

口
得
田
佃
者
、
其
銭
萱
罰
京
入
、
回

(
主
)

上
所
有
租
口
百
役
、
仰
田
口
知
嘗
、

日

U 
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主
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国
主

呂
才
襲
載
五
十
八

保
人

妻
李

保
人

葎
定
仙

保
人

清
書
人
海
仙

(書
道
博
物
館
蔵
)

こ
の
文
書
も
「
租
取
」
と
あ
る
よ
う
に
、
形
式
は
租
佃
契
約
文
書
で
あ
る
が
、
仁
井
田
氏
に
よ
る
と
、

「少
く
と
も
契
約
の
経
済
的
数
果
に
於

い
て
は
消
費
貸
借
契
約
の
場
合
に
等
し
く
『
銭
態
侶
伍
拾
文
』
は
借
金
の
貫
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

元
利
消
却
の
手
段
と
し
て
、

借
主

(
文
書
に
い
ふ
回
主
〉
か
ら
そ
の
所
有
す
る
土
地
の
使
用
牧
盆
権
を
貸
主
(
文
書
に
い
ふ
銭
主
)
に
引
渡
せ
る
も
の
、

質
、
土
地
は
一
種
の
質
地
で
あ
っ
た
と
も
解
し
得
な
い
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

即
ち
元
利
消
却
質

・
牧
盆

第
二
次
大
戦
後
、

む
に
つ
れ
て
、
従
来
よ
り
も
多
く
の
租
佃
契
約
文
書
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
中
園
の
韓
園
磐
氏
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
敦
憧

・

ス
タ
イ
ン
敦
埋
文
献
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新
中
閣
に
お
け
る
吐
魯
番
遺
跡
の
護
掘
が
進
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そ
の
な
か
に
貧
苦
の
農
民
が
や
む
を
え
ず
し
て
団
地
を

「典
租
」
す
る
場
合
と
、
依
地
の
農
民
が
や

む
を
え
ず
し
て
団
地
を
「
租
種
」
す
る
場
合
と
、
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

吐
魯
番
雨
地
出
土
の
契
約
書
を
通
じ
て
、

つ
い
で
孫
達
人
氏
は
こ
れ
ら
に
さ
ら
に
詳
細
な
分
析

を
加
え
、
第
一
の
類
型
で
は
、
租
田
人

(
借
主
)
が
田
主
(
貸
主〉

に
あ
ら
か
じ
め
租
債
を
交
付
し
て
お
り
、
こ
の
場
合
田
主
は
破
産
農
民
で
租

国
人
が
富
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
高
利
貸
」
が
貧
民
を
搾
取
す
る
関
係
で
あ
る
。
第
二
の
類
型
は
、
租
田
人
が
田
主
に
牧
穫
後
租
債
を
納
付
す

る
も
の
で
、
租
田
人
が
貧
民
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
員
正
の
封
建
租
佃
契
約
」
で
あ
る
と
し
た
。

嘗
時
の
租
佃
契
約
の
な
か
に
通
常
の
小
作
契
約
的
な
も
の
と
消
費
貸
借
的
な
も
の
と
相
異
な
っ
た
役
割
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
田
土
の
貸
主
と
借
主
の
地
位
に
饗
化
が
生
.
す
る
と
み
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
嘗
時
の
租
佃
契
約
を
す
べ
て
、
韓
氏
や
孫

氏
の
い
う
よ
う
に
明
確
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
吐
魯
番
出
土
の
つ
ぎ
の
天
授
三
年



〈
六
九
二
年
〉
文
書
を
み
ら
れ
た
い
。

(
於
康
)

(

C

)

天
授
参
年
萱
月
拾
捌
日
、
武
城
郷
人
張
文
信
門
川

海
多
謹
、
租
取
藁
樹
渠
部
田
伍
畝
円
ハ

(

小

委

)

(

刷

所

)

褒
小
査
所
、
就
中
交
付
参
畝
債
詑

h
l

(

租

)

(

不

了

〕

口
債
到
六
月
内
分
付
使
了
、
若
到
六
月
門
川

者
、
査
罰
武
入
康
、
若
到
種
目
之
目
、

査
研
罰
武
入
張
文
、
雨
和
立
契
、

(
有
)

口
南
本
、
各
執
一
本
、

田
主

租
回
人

知
見

知
見

知
見

(
佃
者
〉

不
得
田
門
川

(
鋳
記
、

契
)

董
指
円
ハ
ハ

康
海
多
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張

信
一
一
一

翠
寅
武

一
一
一

白
六
口

趨
胡
皐

ハ
ス
タ
イ
ン
将
来
マ
ス
ベ
ロ
一一
一一四
〉

こ
れ
は
五
畝
の
田
土
を
借
り
て
、
三
畝
分
の
租
債
を
前
梯
い
し
、
残
り
の
二
畝
分
を
六
月
中
に
支
梯
う
と
い
う
分
割
梯
い
の
契
約
を
結
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
孫
氏
は
六
月
は
牧
穫
前
で
あ
る
か
ら
前
携
い
と
同
様
と
み
て
、
こ
れ
を
第
一
類
型
に
分
類
し
て
い
る
。
し
か
し
吐
魯
番
は
、
北
朝

時
代
よ
り
「
穀
褒
一
歳
に
再
熟
す
」
(
北
史
九
七
西
域
停
〉
と
い
わ
れ
る
土
地
で
あ
り
、
六
月
ま
で
に
は
最
初
の
牧
穫
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
分
割
梯
い
の
い
み
が
な
い
。
こ
れ
と
関
連
す
る
と
お
も
わ
れ
る
の
が
契
約
書
の
署
名
の
順
序
で
あ
る
。
前
に
引
い
た

(
B
〉
天
賓
五
載
文
書
で
は
銭
主
(
租
田
人

)
1田
主
の
順
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
こ

の
天
授
三
年
文
書
で
は
田
主
|
租
国
人
の
順
に
な

っ
て
い

501 

る
。
後
者
の
順
序
は
、
孫
氏
の
第
二
類
型
(
牧
穫
後
支
排
い
)
に
属
す
る
貞
観
十
七
年
正
月
三
日
文
書
(
後
掲
D
〉
の
、

田
主
|
耕
田
人
の
順
序
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に
む
し
ろ
ひ
と
し
い
。

に
分
類
す
る
に
際
以
、
天
授
三
年
文
書
の
ご
と
き
分
割
梯
い
の
ば
あ
い
を
、

経
済
的
に
地
主
(
回
主
)
が
優
位
に
あ
る
と
い
う
地
主
型
に
入
れ
、

そ
こ
で
池
田
温
氏
は
こ
れ
ら
の
署
名
と
文
書
内
容
と
の
関
連
か
ら
、

租
佃
契
を
地
主
型
、

京
女
主

・
銭
主
型
、

舎
佃
型

孫
氏
と
ま
っ
た
く
逆
の
結
論
を
出
し
て
い
る
。

し
か
し
池
田
氏
の
こ
の
結
論
は
、
仁
井
田
氏
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
見
と
相
容
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
仁
井
田
氏
は
、
例
え
ば
右
の
天
授
三
年
文

書
の
な
か
に
、

「若
到
六
月
〔
不
了
〕

者
、
萱
罰
武
入
康
、
若
到
種
田
之
目
、
不
得
田
〔
佃
者
〕
、

萱
所
罰
武
入
張
文
」
と
あ

っ
て
、
田
主
と

租
田
人
と
の
墜
方
を
拘
束
す
る
違
約
罰
文
言
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
ば
あ
い
田
主
と
租
田
人
と
は
針
等
の
関
係
に
あ
る
と
し
、
地
主
優
位

の
つ
ぎ
の
よ
う
な
貞
観
十
七
年

(
六
四
三
年
〉
文
書
と
は
っ
き
り
区
別
し
た
の
で
あ
る。

(
D〉
貞
翻
十
七
年
正
月
三
日
、
越
懐
減
従
張
歌
仁
門
川
川

(

俵

)

(

制

附

)

(

斗

)

歩
、
張
薗
富
頁
畝
、
田
萱
畝
与
夏
債
小
褒
頁
研
原
口

(
刷

用

)

依
高
昌
克
斗
中
、
取
使
干
浮
好
、
若
不
好
、
聴
向
風
常
取
門
川
川

(耕
)

1
1
U仰
耕
田
人
了
、
若
風
破
門
l
l(

畢
)

水
皐
随
大
じ
例
、
褒
到
口
口
口
口
褒
使
畢
、
若
、
遁
六
月
不
円
ハ
川

(

削

附

)

(

斗

)

査
月
萱
克
上
生
査
兜
、
若
前
却
不
上
、
聴
担
家
財
門
川

U

姿
直
、
若
身
東
西
元
、
仰
牧
後
者
上
、
三
人
門
川
什

- 40ー

田
主

張
歓
仁

耕富田
田主
仁以
越ー張
懐薗
満富

情
書

氾
延
守



口
口

口
口
口

(
一
九
五
九
年
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
出
土
)

こ
の
契
約
で
は
、
耕
田
人
が
回
主
よ
り
国
土
を
借
り
て
牧
穫
後
偲
債
(
租
償
)
を
支
梯
う
約
束
を
し
た
の
で
あ
る
が
、

わ
な
い
と
、

仮
慣
に
利
息
が
つ
き
、
こ
れ
を
支
排
え
な
い
と
き
に
は
、
家
財
を
差
押
え
、
本
人
が
逃
亡
し
た
と
き
は
家
族
ら
が
支
梯
う
義
務
を

も
し
六
月
ま
で
に
支
排

負
う
〈
留
住
保
設
)
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
田
主
が
一
方
的
に
租
田
人
の
租
債
支
梯
い
の
責
任
を
き
び
し
く
追
及
し
て
い
る
。

そ
こ

で
仁
井
田
氏
は
、
吐
魯
番
出
土
の
租
佃
文
書
に
つ
い
て
、
さ
き
の
回
主
・

租
回
人
が
封
等
な
ば
あ
い
を
第
一
種
形
態
、
国
主
の
優
位
な
あ
と
の

ぱ
あ
い
を
第
二
種
形
態
と
し
た
。
仁
井
田
氏
が
こ
の
よ
う
な
分
類
を
お
こ
な
っ
た
と
き
、
氏
の
い
う
第
二
種
形
態
に
属
す
る
も
の
は
右
の
貞
観

十
七
年
文
書
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
中
園
側
の
文
物
紹
介
に
よ
っ
て
、
現
在
は
も
う

一
通
を
提
示
で
き
る
。

(

E

)

貞
観
廿
二
年
十
月
品
川
目
、

索
善
奴
門
川
川

夏
孔
準
渠
常
田
捧
畝
、
要
口
門
川
川

(俵
)

(

斜
)

年
別
田
査
畝
、

与
夏
債
大
褒
伍
所
、
与
円
川
川

年
ミ
到
五
月
内
償
褒
使
畢
、
到
十
月
内
償
門
川
川

(斗
)

皐
、
若
不
畢
、
萱
月
褒
秩
萱
所
上
生
委
秋
萱
円
川
川
・

(
東
)

若
延
引
不
償
、
得
推
家
資
、
卒
帰
京
女
秋
直
、
若
身
口

西
無
者
、
一
仰
妻
見
及
牧
後
者
償
了
、
取
褒
秋
之

(斗〉

目、

依
高
昌
奮
故
卒
索
所
中、

取
使
浄
好
、
若
不
好
、
聴

(租
)

(

詮

)

田
中
祖
口
仰
田
主
、
若
有
渠
破
水
語
、
仰
佃
円
ハ
ハ

- 41ー

向
風
常
取
、

Wl 

国
主
越
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知佃
見回
人人
口 索
懐?善
扇奴

知
見
人
劉
海
願

(
一
九
六
四
年
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
出
土
〉

こ
の
文
書
も
貞
観
二
十
二
年
(
六
四
八
年
)
と
い
う
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、

(仮
}

は
紙
片
の
下
部
が
破
損
し
て
い
る
の
で
明
確
で
な
い
〉
、
毎
年
五
月
と
十
月
の
二
回
夏
債
を
支
梯
う
約
束
の
模
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
引
の
(

C

)

天

授
三
年
文
書
の
分
割
梯
い
の
ば
あ
い
と
ち
が
っ
て
、
年
二
回
の
夏
と
秋
の
牧
穫
時
に
あ
わ
せ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
約
束
の

月
ま
で
に
支
梯
い
を
完
了
し
な
い
と
利
息
が
つ
き
、
さ
ら
に
延
引
す
る
と
家
財
を
差
押
え
ら
れ
、
本
人
が
逃
亡
す
れ
ば
妻
子
ら
が
支
排
い
の
義

二
、
三
年
聞
の
貸
借
と
お
も
わ
れ
(
そ
の
貼

務
を
う
け
つ
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
貼
、

さ
き
の
貞
観
十
七
年
文
書
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
仁
井
田
氏
の
い
う
よ
う
に
田
主
が
優
位
に
あ

る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
く
ら
べ
て
、
仁
井
田
氏
の
第
一
種
形
態
を
代
表
す
る
さ
き
の
(

C

)

天
授
三
年
文
書
の
ご
と
き
ば
あ
い

し
か
し
仁
井
田
氏
の
以
上
の
分
類
に
は
疑
問
も
あ
る
。
前
掲

(
B
〉
の
天
賓
五
載
文
書
の
ご
と
き
租
債
前
梯
い
の
ば
あ
い
、

「
如
到
下
子
之
目
、
〔
不
〕
得
田
佃
者
、
其
銭
萱
罰
武
入

(
銭
主
)
」
と
あ
っ
て
、
違
約
罰
文
言
は
田
主
の
側
の
み
を
拘
束
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
貼
は
、
同
じ
吐
魯
番
出
土
の
租
債
前
沸
い
と
お
も
わ
れ
る
垂
扶
三
年
(
六
八
七
年
)
九
月
六
日
楊
大
智
租
佃
契
(
一
九
六
四
年
阿
斯
塔
那

そ
の
一
は
、

- 42ー

は
、
田
主
・
租
国
人
い
ず
れ
が
優
位
に
あ
る
か
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

-
開
元
二
十
四
年
(
七
三
六
年
)
二
月
租
佃
契
(
大
谷
文
童
三

O
七
)
の
ば
あ
い
も
同
様
で
、
前
者
で
は
「
如
到
種
田
之
時
、

者
、
所
取
租
憤
姿
、
萱
罰
京
入
楊
」
(
楊
は
租
回
人〉
、

田

之
目
、
不
得
〔
田
〕
佃
及
改
租

〔別
〕
人
、
其
所
取
姿、

不
得
田
佃

出
土
)

後
者
で
は
「
〔
如
到
種
〕

罰
二
入
張
」
(
張
は
委
主
)
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
違
約
の
際
の
文
言
に
よ
っ
て
分
類
す
る
ば
あ
い
、
(

1

)

田
主
の
み
が
拘
束
さ
れ
る
ば
あ
い
、

(
2
〉
田
主

・
租
田
人
隻
方
が
拘
束
さ
れ
る
ば
あ
い
、

(
3
〉
租
回
人
の
み
が
追
及
さ
れ
る
ば
あ
い
の
三
種
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ

れ
が
、

〈

1
)
租
債
前
梯
い
・
銭
主
も
し
く
は
褒
主
(
租
国
人
)
優
位
の
ば
あ
い
、

(
3
)
租
債
牧
穫
後
梯
い

・
田
主
優
位
の
ば
あ
い
に
割
腹
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2

)

租
償
分
割
梯
い
・
国
主
と
租
田
人
劉
等
の
ば
あ
い
、



仁
井
田
氏
が
第

一
種
形
態
に
分
類
し
た
つ
ぎ
の
顕
慶
四
年
(
六
五
九
年
〉
文
書
を
ど
う
解
す
る
か
が
問
題
に
な
る
。

こ
れ
が
仁
井
田
氏
の
分
類
に
た
い
す
る
第
二
の
疑
問
で
あ
る
。

た
だ
し
そ
の
ば
あ
い
、

(
F〉

(
前
紋
〉

回
油
開
畝
、
要
経
頼
慶
伍
年
佃
食
、
畝
別
与

(
俄
)

夏
債
小
委
漢
劃
中
陸
掛
字
、
到
陸
月

内
、
償
褒
使
畢
、
若
過
期
月
不
畢
、
萱

(
刷
用
)

月
萱
酎
上
生
褒
萱
到
、
取
褒
之
日
、
使
褒

浮
好
、
若
不
浄
好
、
聴
向
風
庖
取
、
田
中
租
篠

伯
役
、
一
仰
回
主
了
、
渠
破
水
溢
、
一
仰
租
田
人
了
、

(
蜜
)

風
破
水
皐
、
随
大
じ
例
、
南
和
立
契
、
獲

指
篤
信
、
「
先
悔
者
、
罰
回
主
陰
醜
子
一
一
一

褒
伍
碩
、
入
不
悔
人
川
」

- 43ー

租
国
人
陵
正
張
君
行

保
人
孟
友
一
住

知
見
人
隊
信
一
竹
一
「
師
奴
』

仁
井
田
氏
が
こ
れ
を
第

一
種
形
態
に
分
類
し
た
の
は
、
「
先
悔
者
、
罰
褒
伍
碩
、
入
不
悔
人
」
と
い
う
違
約
罰
文
言
の
せ
い
で
あ
る
が
、
こ
の

文
言
は
契
の
本
文
と
は
別
筆
で
、
書
か
れ
た
場
所
か
ら
み
て
も
後
か
ら
書
き
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
私
も
奮
稿
で
は
、
こ
の
文
言
に
ひ
か
れ
た

A
リ，

た
め
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
文
書
を
租
債
分
割
沸
い
と
解
し
匂
が
、
そ
の
よ
う
な
誼
擦
は
な
い
よ
う
で
、
む
し
ろ
枚
穫
後
梯
い
と

す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
六
月
を
過
ぎ
て
支
携
わ
な
け
れ
ば
利
息
が
生
ず
る
と
い
う
貼
、
前
引
(
D

)

貞
観
十
七
年
文
書

・
(

E

)

貞
観

二
十
二
年
文
書
と
同
形
式
で
あ
る
。
し
か
し
商
文
書
の
よ
う
な
差
押
文
言
や
留
住
保
誼
文
言
は
な
い
。
仁
井
田
氏
は
「
萱
月
萱
餅
上
生
査
兜
」

(大
谷
文
書
二
八
二
八〉

505 
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「
萱
月
査
研
上
生
褒
萱
掛
」
を
罰
褒
と
解
し
て
い
る
が
、

十
月
)
を
す
ぎ
る
と
、
田
主
と
租
田
人
と
の
関
係
は
、
高
利
貸
と
債
務
者
と
の
関
係
に
轄
化
す
る
の
で
、

で
は
、
高
利
貸
契
約
書
に
一
般
に
用
い
ら
れ
る
差
押
文
言
と
留
住
保
誼
文
言
が
書
き
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

池
田
氏
の
よ
う
に
利
息
と
す
べ
き
で
あ
り
、

六
月
(
貞
観
二
十
二
年
文
書
で
は
五
月
と

貞
翻
十
七
年
お
よ
び
二
十
二
年
文
書

し
か
し

額
慶
四
年
文
書
に
そ
れ
ら
の
文
言
が
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
租
佃
契
約
文
書
の
は
あ
い
、
そ
れ
ら
の
文
言
が

一
般
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑

わ
し
い
。
額
慶
四
年
文
書
に
は
、
は
じ
め
違
約
の
際
の
篠
件
が
い
っ
さ
い
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

云
」
の
文
言
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
た
め
に
あ
と
か
ら
「
先
悔
者
云

題
が
あ
る
。

こ
の
文
言
が
顛
慶
四
年
の
契
約
成
立
時
に
す
で
に
加
え
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も
問

「
先
悔
者
:
:
:
入
不
悔
人
」
と
い
う
形
式
の
文
章
や

「罰
委
五
碩
」
の
碩
の
字
は
、
吐
魯
番
文
書
よ
り
時
期
の
お
く
れ
る
唐
代
後

い
ず
れ
に
せ
よ
、
額
慶
四
年
文
書
の
形
式
か
ら
み

牢
期
以
降
の
敦
埠
文
書
に
よ
り
多
く
み
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

れ
ば
、

回
主
の
地
位
の
方
を
多
少
高
い
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
後
掲
(
H

)

契
約
書
の
よ
う
な
例
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
お
き
た

- 44ー

L、。
も
う
一
つ
問
題
に
な
る
の
は
、
池
田
氏
が
舎
佃
型
と
名
づ
け
た
つ
ぎ
の
龍
朔
三
年
(
六
六
一二
年
)
文
書
で
あ
る
。

(
G

)

龍
朔
三
年
九
月
十
二
日
、
武
城
郷
人
張
海
隆
、
於

(
仮
)

同
郷
人
越
阿
歎
仁
港
、
夏
取
嬉
年
中
、

五
年
・
六
年
中
、
武
城
北
渠
口
分
常
田
真
敵
、
海

(耕
)

隆
・
阿
歓
仁
二
人
含
佃
食
、
其
采
牛
・
京
女
子
、

(
仰
)

印
海
隆
過
出
、
其
秋
褒
二
人
庭
分
、
若
海
隆(

岡
)

瞳
年
・
五
年
・
六
年
中
不
得
田
佃
食
者
、

別
銭
伍
拾
文

入
張
、
若
到
頭
不
佃
田
者
、
別
錨
伍
拾
文
入
越
、

与
阿
歓
仁
草
玖
圏
、
契
有
雨
本
、
各
捉
一
本
、
雨



(
蜜
)
(
篤
)

主
和
同
立
契
、
獲
指
口
記
、田

主

越
阿
歎
仁
一
一
一

張
海
隆
一
一
一

舎
佃
人

知
見
人

趨
武
隆
一
一
一

知
見
人

趨
石
子
一
一
一

(
一
九
六
O
年
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
出
土
)

こ
の
文
書
は
、

っ
。
こ
れ
に
つ
い
て
私
は
奮
稿
で
、

違
約
罰
文
言
が
田
主
・
舎
佃
人
隻
方
を
拘
束
し
て
い
る
が
、
租
債
分
割
梯
い
の
前
の
例
と
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
内
容
を
も

一
年
契
約

・
佃
人
(
租
国
人
〉
の
自
立
経
営
・
定
額
租
の
吐
魯
番
で
一
般
的
な
形
態
か
ら
、
数
年
契
約
・

地

、川付
ι

後
世
(
宋
代
以
降
〉
の
地
主

・
佃
戸
閥
係
へ
移
行
す
る
端
絡
を
し
め
す
も
の
と
し
た
。

そ
の
大

主
の
経
営
干
興
・
定
率
租
に
か
わ
っ
て
お
り
、

す
じ
に
つ
い
て
は
今
も
改
め
る
必
要
が
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

そ
の
議
論
に
関
連
し
て
、
池
田
氏
が
こ
の
型
(舎
佃
型
)
に
お
い
て
は
、

国
主

E
d
 

daτ 

と
作
人
と
が
責
質
的
に
封
等
だ
と
し
た
見
解
を
批
判
し
た
黙
は
修
正
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
奮
稿
で
は
田
主
が
国
土
と
舎
と
を
提
供

し
、
舎
個
人
が
耕
牛
・
種
子
を
自
ら
負
櫓
し
て
も
つ
ば
ら
田
土
を
耕
す
も
の
と
解
担押
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
契
を
司叫
組
み
な
お
す
と
、

回

主
も
舎
佃
人
と
い
っ
し
ょ
に
「
二
人
舎
佃
食
」

(
池
田
氏
は
こ
や
が
け
で
耕
倍
す
る
と
解
す
る〉

す
る
と
い
っ
て
お
り
、

国
主
も
自
ら
州
労
働
す
る
わ

け
で
、
単
に
回
土
を
貸
し
出
す
関
係
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ば
あ
い
国
主
と
舎
佃
人
の
地
位
が
ど
う
な
る
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る

が
、
違
約
の
ば
あ
い
讐
方
と
も
罰
銭
五
十
文
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

た
だ
舎
佃
人
は
そ
れ
に
草
九
園
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

す
る
と
、
比
較
的
劉
等
で
は
あ
る
が
、
多
少
田
主
の
方
が
つ
よ
い
立
場
に
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
文
書
は
今
日
知
ら
れ
て
い
る

吐
魯
番
の
租
佃
文
書
の
な
か
で
は
、
後
世
の
地
主
・
小
作
関
係
に
最
も
近
い
黙
が
あ
る
が
、
地
主
の
優
位
を
そ
れ
ほ
ど
強
調
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
よ
う
に
お
も
う
。

さ
て
韓
園
磐
氏
や
孫
達
人
氏
は
租
佃
文
書
を
二
種
類
に
分
類
し
、

と
く
に
孫
氏
は
租
債
の
支
梯
い
方
式
と
回
主
・
租
回
人
の
地
位
の
関
係
に

'507 

主
目
し
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
上
に
の
ベ
て
き
た
よ
う
な
考
察
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
孫
氏
ら
の
い
う
こ
つ
の
類
型
の
聞
に
、
す
く
な
く
と
も
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吐
魯
番
出
土
文
書
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
中
間
形
態
あ
る
い
は
移
行
形
態
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
‘
お
も
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
時
代

の
租
佃
契
約
の
な
か
に
、
地
主
の
地
位
が
比
較
的
つ
よ
い
小
作
契
約
的
な
も
の
と
、
地
主
の
地
位
が
比
較
的
よ
わ
い
消
費
貸
借
的
な
も
の
と

雨
者
が
あ
る
こ
と
は
た
し
か
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
雨
者
の
境
界
は
裁
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
南
者
の
中
聞
に
位
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

が
あ
り
う
る
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
中
聞
の
雨
側
に
位
す
る
通
常
の
小
作
契
約
的
な
も
の
と
消
費
貸
借
的
な
も
の

と
の
聞
に
も
、
孫
氏
ら
が
強
調
す
る
よ
う
な
ち
が
い
が
つ
ね
に
あ
る
か
ど
う
か
、
疑
わ
し
い
ば
あ
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
の
儀
鳳
二
年
(
六
七
七
年
〉

(
0・
)
文
書
は
、
そ
の
よ
う
な
ば
あ
い
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(師〉

(

H

)

川
川
U
年
拾
月
萱
日
、
高
昌
豚
寧
昌
郷
人
卜
老
口

(
日
)
(高
)

ハ
ハ

U
年
謀
月
円
ハ
ハ
ハ
U
昌
厭
人
張
住
海
、
於
高
昌
牒

1
1
U年
、
ミ
別
与
租

(

債

)

(

僻
)

(

斗
餅
)

日
ハ

υ取
秋
褒
目
口
、
依
高
畠
卒
兜
所
円

H
U

(

如

)

(

不

器

、
其
)

川
U
汝
不
浄
好
、
聴
向
風
賞
取
、
若
過
褒
月
門
川
い

{w
r准
)

ハ
U
法
生
利
、
到
種
田
之
目
、
張
不
得
田
佃
者
、
准
前

什

U
付
具
口
、
取
田
之
日
、
得
南
頭
佃
種
、
租
殊

(百
役
)lu仰

国
主
、
渠
破
水
溢
、
仰
個
人
口
一回
要
謹
儀
鳳

- 46一

ハ
一
九
六
七
年
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
出
土
〉

帥

こ
の
文
書
は
三
つ
の
断
片
に
分
か
れ
て
出
土
し
た
の
を
接
合
し
た
も
の
で
、
池
田
氏
が
復
原
し
た
録
文
に
ほ
ぼ
従
っ

て
掲
載
し
た
。
こ
の
租
佃

契
約
は
お
そ
ら
く
数
年
に
お
よ
ぶ
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
年
別
の
租
債
が
き
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
姿
月
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
過
ぎ
て
納
め
き
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
利
息
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

後

紋

こ
の
形
式
は
前
引
の

(
D

)

貞
観
十
七
年

・



(

F

)

頴
慶
四
年
等
の
文
書
に
類
似
し
て
お
り
、
租
債
後
梯
い
で
地
主
優
位
の
小
作
契
約
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
が
、

ぺ
4
V

違
約
罰
文
言
は
「
到
種
田
之
日
、
張
不
得
田
佃
者
云
々
」
と
あ
っ
て
、
地
主
の
側
の
み
を
拘
束
し
て
お
引
、
む
し
ろ

(
B
〉
天
賓
五
載
そ
の
他

の
文
書
の
消
費
貸
借
的
な
契
約
の
ば
あ
い
に
近
い
。
こ
の
契
約
の
田
主
卜
老
師
は
、
同
一
墓
中
か
ら
出
た
訴
肢
と
奉
銭
契
(
借
銭
の
契
約
書
)
に

A
副
4

，

よ
る
と
、
息
男
と
妻
と
に
捨
て
去
ら
れ
た
盲
人
の
よ
う
で
、
こ
の
租
佃
契
の
租
国
人
に
あ
た
る
張
住
海
そ
の
ひ
と
か
ら
、
儀
鳳
二
年
九
月
に
銭

を
借
り
て
い
る
が
、
そ
の
借
金
だ
け
で
は
足
ら
ず
、
翌
十
月
こ
の
契
に
よ
っ
て
田
土
を
張
住
海
の
利
用
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
お

も
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
契
約
書
は
、
一
見
地
主
優
位
の
小
作
契
約
と
同
様
な
形
式
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
賓
質
は
地
主
の
地
位
が
弱

い
消
費
貸
借
の
性
格
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
諸
例
(
と
く
に
F
・

G
-
H
〉
を
み
る
と
、
通
常
の
小
作
契
約
の
よ
う
に
み

え
る
他
の
契
約
書
の
ば
あ
い
に
も
、
孫
氏
ら
の
い
う
よ
う
に
か
な
ら
ず
し
も
田
主
と
租
田
人
と
の
賓
富
の
差
が
大
き
い
と
は
い
え
ず
、
ま
た
つ

ね
に
田
主
の
方
が
富
者
で
あ
る
と
も
か
ぎ
ら
ず
、
消
費
貸
借
的
な
性
格
を
併
せ
も
つ
ば
あ
い
が
あ
り
う
る
こ
と
を
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ハ
E
)
同
二
十
二
年
・

- 47ー

租
佃
契
約
と
典
地
契
約
と
の
聞
の
諸
形
態

前
節
の
最
後
に
あ
げ
た
ト
老
師
の
例
で
は
、
同
人
と
張
住
海
と
の
聞
に
摩
銭
契
約
と
租
佃
契
約
と
が
相
つ
い
で
結
ば
れ
て
お
り
、
租
佃
契
約

の
も
つ
消
費
貸
借
的
な
性
格
が
端
的
に
一
示
さ
れ
て
い
る
。
同
様
な
例
を
も
う
一
つ
つ
ぎ
に
あ
げ
た
い
。

(
I

)

穂
章
三
年
二
月
十
三
日
、
武
城
郷
張
善
悪
、

於
左
憧
悪
港
、
由
挙
取
銀
銭
感
拾
文
、

毎
月
生
利
銭
車
文
、
到
左
須
銭
之
目
、

張
即
子
本
具
還
、
若
却
不
還
、
任
製
家

(
卒
?
)
(
銭
?
〉

賀
、
口
鶏
口
直
、
身
東
西
不
在
、
仰
牧
後
代

509 
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還
、
雨
和
立
契
、
獲
指
震
記
ψ

銭
主

保貸
人鎮
男人
君張
洛?善

意ー

保
人
女
如
賀

知
見
人
高
隆
観

知
見
人
王
父
師
一

知
見
人
曹
口

九

四
年
吐

喜
阿
斯
塔
那
出

さ~$

こ
れ
は
一
九
六
四
年
、
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
墓
地
の
左
憧
患
と
い
う
も
の
の
墓
か
ら
出
た
奉
銭
契
の

一
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
す
く
な
く
と

A
N
wza 

も
懇
銭
契
・

懇
練
契
計
六
通
、

買
奴
契

・
買
草
契
各

一
通
を
出
し
た
こ
と
が
護
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
左
憧
憲
は
西
州
前
庭
府
の
衛

士
で
あ
る
が
、

高
利
貸
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
た
財
産
家
で
あ
る
ら
し

い
。
右
の
暴
銭
契
は
武
城
郷
の
張
善
叢
と
い
う
も
の
が
左
憧
轟
か
ら
銀
銭
四
十
文
を
借
り
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
寓
員
が
雑
誌

墓
誌
に

「
財
盤
済
景
」

(
財
は
費
の
景
公
よ
り
も
閥
単
か
な
り
)
と
あ
り

- 48-

『
文
物
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
草
書
践
の
文
字
の
特
徴
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
九
年
訪
中
し
た
お

り

烏
魯
木
賢
の
新
彊
維
吾
爾
自
治
匿
博
物
館
で
、

こ
れ
と
ま

っ
た
く
同
じ
字
盟
、

同
じ
日
附
、

同
じ
契
約
嘗
事
者
聞
の
契
約
書
を
遇
目
し

一
瞬
右
の
樺
銭
契
の
原
物
に
遭
遇
し
た
の
か
と
お
も

っ
た
が
、
よ
く
み
る
と
内
容
は
別
の
租
佃
契
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
中
園
側
で
は
未

公
表
で
あ
る
の
司
、
原
文
全
世
を
印
刷
に
附
す
る
こ
と
は
遠
慮
し
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
J
)
組
章
三
年
二
月
十
三
日
、
左
憧
惑
は
張
善
意
か
ら
塘
渠
の
菜
薗

一
所
(
白
赤
翠
に
あ
り
、
北
は
塘

(
仮
)

に
隣
接
し
て
い
る
)
を

「夏
取
」
し
た
。
其
の
薗
の

〔
線
章
〕

三
年
の
聞
の
夏
債
は
大
褒
十
六
劇
、

た。

秋
は
十
六
割
掛
で
あ
り
、
更
に
〔
総
章
〕
四
年
の
聞
は
銀
銭
三
十
文
で
あ
る
。
若
し
耕
作
の
時
期
に



な
っ
て
(
耕
作
が
〉
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
二
倍
の
額
を
左
に
入
れ
る
。
租
税
や
各
種
徳
役
は

薗
主
が
負
措
し
、
渠
が
破
損
し
水
が
溢
出
し
た
ば
あ
い
は
佃
人
が
負
携
す
る
。
人
を
信
用
し
て
は

な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
故
に
私
契
を
立
て
て
誼
接
と
す
る
。

銭
主

左

保
人

女男張
如君善
資洛?藁

重
指
あ

薗
主

保
人

知
見
人
王
父
師
(登
指
あ
り
〉

「
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
出
土
、
新
J

F

彊
維
吾
爾
自
治
区
博
物
館
蔵
」

(
J
)
を
並
べ
て
み
る
と
、
張
善
悪
は
同
じ
日
に
左
憧
嘉
か
ら
銀
銭
を
借
り
た
う
え
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、
さ
ら
に
英
国
一
所
を

左
憧
嘉
に
提
供
し
て
、
そ
の
賃
貸
料
を
得
ょ
う
と
は
か
り
、
ほ
ぼ
同
じ
保
人
と
知
見
人
を
立
て
、
同
じ
清
書
人
に
契
約
書
を
作
成
し
て
も
ら
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
菜
園
は
す
く
な
く
と
も
二
年
間
賃
貸
に
出
し
、
租
債
全
額
は
前
梯
い
で
は
な
い
が
、
前
節
の
前
排
い
の
ば
あ
い
と
同

様
、
違
約
罰
文
言
は
園
主
の
張
善
意
の
側
の
み
を
拘
束
し
て
お
り
、
彼
の
方
が
立
場
の
よ
わ
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

な
お
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
穂
章
三
年
(
六
七
O
年
)
よ
り
二
年
前
の
乾
封
三
年
(
六
六
八
年
)
に
、

十
文
を
借
り
る
契
約
を
結
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
契
約
書
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

知
見
人

曹
口

- 49ー

(
I
〉

す
で
に
張
善
意
は
左
憧
悪
か
ら
銀
銭

(
K〉
乾
封
三
年
三
月
三
日
、
武
城
郷
張
善
悪
、
於

崇
化
郷
左
憧
悪
遁
、
奪
取
銀
銭
真
拾
文
、

月
別
生
利
銀
銭
武
文
、
到
月
浦
、
張
郎
須

迭
利
、
到
左
須
銭
之
日
、
張
並
須
本
利
酬
還
、

511 
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若
延
引
不
還
、
聴
左
捜
取
張
家
財
雑
物
、
卒

L

魚

本
銭
直
、
身
東
西
不
在
、
一
仰
妻
見
保
人
上
銭
使

了
、
若
延
引
不
与
左
銭
者
、
時
中
渠
英
薗
牢
畝
、

与
作
銭
質
賀
、
須
得
好
菜
庭
、
南
和
立
契
、

獲
指
矯
信
、
左
共
折
生
銭
口
別
与
左
架
伍
尺
菌
、
到
茶
千
日

左

翠
銭
人
張
善
苗
怠
『

保
人
女
如
責

-

保
人
高
隆
歓

知
見
人
張
仇
端

こ
の
文
書
で
注
意
す
べ
き
は
、

一
般
の
場
銭
契
と
同
様
、
家
財
の
差
押
文
言
と
留
住
保
誼
文
言
が
あ
っ
た
あ
と
に
、
そ
れ
と
は
別
に
、
借
銭
返

済
が
延
引
し
た
ば
あ
い
、
菜
園
牢
畝
を
引
渡
す
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
銭
二
十
文
の
返
済
が
ど
う
な

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ

れ
か
ら
二
年
後
、
張
善
悪
は
さ
ら
に
銀
銭
四
十
文
を
借
り
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
と
き
同
時
に
菜
園

一
所
を
左
憧
嘉
に
引
渡
す
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
あ
る
い
は
右
の
翠
銭
契
の
菜
園
引
渡
し
の
記
載
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
乾
封
三
年
契
の
ば
あ
い
は
「
中
渠

茶
薗
牛
畝
」
で
あ
り
、
総
掌
三
年
契
に
は
「
塘
渠
菜
薗
査
所
、
在
白
赤
泰
、

北
至
塘
」

と
あ
っ
て
、
同
じ
場
所
の
菜
園
で
は
な
い
。
ま
た
前
者

(
こ
の
解
稗
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
〉
で
あ
り
、
後
者
で
は
租
佃
で
あ
る
。
も
っ
と
も
前
者
に
は

「
須
得
好
茶
庭
」
の
但
書

銭
主

A
用
可

(
一
九
六
四
年
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
出
土
)
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で
は
「
与
作
鋭
質
賀
」

が
あ
り
、

「左
共
折
生
銭
云
々
」
の
意
味
不
明
の
書
き
込
み
も
あ
る
の
で
、
本
文
の
約
束
が
嬰
更
に
な
り
、
二
年
後
の
租
佃
に
つ
な
が

っ
た
と

い
う
蓋
然
性
も
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
推
測
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
事
例
は
、
租
佃
契
約
が
拳
銭
契
約
と
一
睦
の
も
の
で
あ
り
、

消
費
貸
借
の
性
格
を
も
つ
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。



と
こ
ろ
で
租
佃
契
約
が
消
費
貸
借
の
性
格
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
回
土
を
提
供
し
て
借
金
を
す
る
に
ひ
と
し
く
、
提
供
し
た
国
土
は
質

物
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
が
、
前
節
で
の
ベ
た
よ
う
に
、
租
佃
契
約
は
あ
く
ま
で
回
土
の
賃
貸
借
で
、
典
地
契
約
(質
地
契
約
、
不
動
産
質
契
約
〉

で
は
な
い
。
唐
代
の
巌
密
な
い
み
で
典
地
契
約
文
書
は
、
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
後
掲
(

O

)

の
敦
埋
出
土
の

一
遁
が
あ
る

A
司，

'内
U
、

だ
け
で
あ
る
。
敦
埋
で
は
数
十
逼
の
消
費
貸
借
契
約
書
が
出
土
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
端
境
期
か
ら
牧
穫
期
ま
で
の
短
期
契

な

ベ

う

で

わ

約
で
、

家
財
差
押
文
言
や
留
住
保
護
文
言
は
あ
る
が、

質
物
は
な
い
。
ま
れ
に
鎧

・
釧

・
車
な
ど
を
質
物
に
と
る
も
の
が
数
通
あ
る
が
〈
ス
タ

イ
ン
一
一
一
九
一
五
八
二
、
ベ
リ
オ
二
六
八
六

三
四
二
一
羽
田
土
を
質
に
と
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
池
田
温
氏
ら

向い

、

も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
吐
魯
番
出
土
の
消
費
貸
借
文
書
の
な
か
に
は
、
国
土
を
借
財
の
か
た
に
指
定
す
る
も
の
が
開
々

あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
形
態
は
一
様
で
な
い
。
そ
れ
ら
は
典
地
契
約
で
は
な
い
が
、
租
佃
契
約
と
典
地
契
約
と
の
聞
に
位
置
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

饗
種
を
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
お
も
わ
れ
る
。

そ
の
最
も
簡
単
な
形
態
は
、

や
り
か
た
で
あ
る
。

ふ
つ
う
な
ら
「
家
財
」
あ
る
い
は
「
家
資
雑
物
」
を
封
象
と
す
る
差
押
物
件
の
な
か
に
、
国
土
を
も
指
定
す
る

こ
れ
は
や
は
り
左
憧
意
の
放
債
契
(
借
手
の
側
か
ら
い
え
ば
穆
銭
契
)
の
な
か
に
み
え
る
。
す
な
わ
ち

一
例
は
、
麟
徳
二
年

(
六
六
五
年
〉
十
一
月
に
、
前
庭
府
衛
士
の
張
海
歓
が
左
憧
叢
か
ら
銀
銭
四
十
八
文
を
借
り
た
ば
あ
い
で
、

返
済
が
滞
っ

た
ば
あ
い
、

「
任
左
牽
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製
張
家
資
雑
物

・
口
分
回
桃
、
用
充
銭
直
取
」
と
あ
る
。

も
う
一
例
は
、

翌
乾
封
元
年

(
六
六
六
年
)
四
月
、

崇
化
郷
の
鄭
海
石
が
左
憧
葺
か

る倒ら
。銀

銭
十
文
を

{昔
り
た
は;
あ

で

返
済
延
引
の
と
き
、

「
任
左
牽
製
鄭
家
責
雑
物

・
口
分
田
菌
、

用
充
銭
子
本
直
取
」
と

あ
る
も
の
で
あ

上
に
引
い
た

(
K
〉
乾
封
三
年
文
書
の
、
差
押
文
言

・
留
住
保
誼
文
言
と
は
別
に
田
土
の
指
定
が
登
場
す
る
方

式
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
上
記
の
よ
う
に
、
「
若
延
引
不
与
左
銭
者
、
勝
中
渠
菜
薗
牢
畝
、
与
作
銭
質
買
、
須
得
好
菜
慮
」
と
あ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
契
約
書
の
書
式
で
は
、
そ
の
前
に
あ
る
「
家
財
雑
物
」
の
差
押
と
こ
の
菜
園
の
提
供
と
の
関
係
が
は

っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
前
の
麟
徳

二
年
・
乾
封
元
年
雨
文
書
が
、

家
資
財
物
と
口
分
田
を
並
べ
て
差
押
物
件
と
し
て
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

乾
封
三
年
文
書
で
も、

家

さ
て
こ
れ
に
つ
づ
く
の
が
、
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財
雑
物
の
差
押
と
菜
園
宇
畝
の
提
供
が
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
藻
定
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
前
者
で
は
口
分
田

桃
な
り
口
分
田
固
な
り
漠
然
と
し
た
指
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
者
で
は
中
渠
の
英
国
牢
畝
と
田
土
の
所
在
も
面
積
も
明
確
に
指
定
さ
れ
る
に

い
た
っ
て
い
る
。
し
か
も
な
お
こ
の
ば
あ
い
「
須
得
好
楽
慮
」

と
い
う
文
言
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
中
渠
の
菜
園
の
ど
の
部
分
か

ま
で
は
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

抵
嘗
物
件
が
一

一層
明
確
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
も
の
に
、

常
の
文
字
に
改
め
て
引
用
す
る
。

(

L

)

長
安
三
年
二
月
廿
七
日
、
順
義
郷
曹
保
ミ
弁
母
目
、

於
史
玄
政
港
、
奉
取
銀
銭
参
侶
武
拾
文
、

月
別
依
郷
法
生
利
入
史
、
月
浦
依
数
迭

利
、
如
史
須
銭
之
日
、
利
本
即
須
具
還
、
如

延
引
不
還
、
故
無
本
利
銭
可
還
、
終

来
年
辰
歳
石
宕
渠
口
分
常
国
武
畝
折
充

銭
直
、
如
身
東
西
不
在
、
一
仰
牧
後
保
人
替

代
知
、
雨
和
立
契
、
重
指
魚
信
、

銭
主

「
曹
賀
、〈
」

琴
錦
人
曹
保
ミ
司
-
-

母
阿
目
千
金

保
人

女
師
子
-
-
-

知
見
入
社
孝
忠

つ
ぎ
の
長
安
三
年

(
七
O
三
年〉

奉
銭
契
が
あ
る
。

則
天
文
字
を
通
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知
見
人
臭
申
感

持

「
一九
六
四
年
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
出
土
戸

F

新
語
維
五
ロ
爾
自
治
区
博
物
館
蔵

、

こ
の
墓
は
多
数
の
公
私
文
書
類
を
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と

こ
の
文
書
は
阿
斯
塔
那
墓
地
の
史
玄
政
の
墓
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
が
、

史
玄
政
は
高
昌
勝
崇
化
郷
の
里
正
の
地
位
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
曹
保
々
と
そ
の
母
が
史
玄
政
か
ら
銀
銭
三
百
二
十
文
を
借
り
た

と
い
う
が
、
こ
の
額
は
前
の
左
憧
嘉
の
放
債
契
な
ど
に
く
ら
べ
る
と
相
嘗
の
高
額
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
元
利
が
返
済
で
き
な
い
ば
あ
い
、
来

年
つ
ま
り
長
安
四
年
(甲
辰
の
歳
〉

一
年
間、

石
宕
渠
の
口
分
の
常
田
二
畝
の
利
用
を
、

債
権
者
の
史
玄
政
に
委
ね
る
約
束
を
結
ん
で
い
る
。

抵
嘗
物
件
は
債
権
者
に
差
押
え
ら
れ
て
自
由
に
鹿
分
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
右
の
国
土
は
債
権
者
と
債
務
者
と
の
聞
の
租
佃
関
係
に
移
行
し
、
そ
の
回
土
の
利
用
・
耕
作
に
よ
っ
て
、
元
利
が
消
却
さ
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
消
費
貸
借
契
約
と
関
係
あ
る
の
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
租
佃
契
約
文
書
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
た
だ
し
こ
れ
は
敦
煙
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
年
代
も
も
う
す
こ
し
後
に
な
る
。

こ
こ
で
は
借
銭
と
抵
嘗
物
件
と
の
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
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(
M
〉
天
復
築
年
丁
卯
歳
三
月
十
一
日
、
洪
池
郷
百
姓
高
加
盈
・
光

寅
、
欠
信
願
済
菱
商
碩
・
粟
査
碩
、
填
還
不
樹
、
今

終
宋
渠
下
界
地
伍
畝
、
与
信
願
済
武
年
佃
種
、
充
魚

物
債
、
其
地
内
所
著
官
布
・
地
子
・
柴
草
等
、
仰
地
主

桓
嘗
、
不
杵
種
地
人
之
事
、
中
間
或
有
識
認
稽
震
地
主
者
、

一
仰
加
盈
莞
好
地
伍
畝
充
替
、
南
共
封

後

飲

(
ベ
リ
オ
漢
文
文
書
一一一一一

一
四
紙
背
〉

こ
れ
は
唐
末
の
天
復
七
年
(
九
O
七
年
)、
敦
煙
豚
洪
池
郷
の
高
加
盈
・
光
寅
の
二
人
が
、
信
願
済
か
ら
借
り
た
姿
二
石
・
栗
一
石
の
負
債
を
排

済
で
き
ず
、
国
土
五
畝
を
願
済
に
提
供
し
て
二
年
間
耕
作
さ
せ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
負
債
の
元
利
を
消
却
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
こ
の
前
に
、
高
加
盈
・
光
寅
と
願
演
と
の
聞
に
便
菱
・

粟
契
約
(借
婆
・

粟
契
約
)
が
結
ば
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
が
返
済
不
能
に
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よ
り
、
こ
の
租
佃
契
約
に
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
契
約
は
消
却
質
の
質
質
を
も
つ
が
、
文
書
の
形
式
と
し
て
は
租
佃
契
約

と
み
た
方
が
よ

い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

一
般
の
租
佃
契
約
と
ち
が

い、
消
費
貸
借
契
約
と
租
佃
契
約
と
の
闘
係
を
直
接
停
え
る
好
史
料
で
あ
る
。

以
上
あ
げ
た
吐
魯
番
出
土
の
翠
銭
契
で
は
、
抵
嘗
物
件
と
し
て
回
土
を
指
定
す
る
三
種
の
方
式
が
登
場
し
た
が
、
つ
ぎ
に
は
借
財
と
同
時
に

国
土
を
ひ
き
わ
た
す
事
例
を
あ
げ
よ
う
。

(

N

)

願
慶
四
年
十
二
月
廿
一
日
、

崇
化
郷
人
自
信
定
、
於

(

刷

用

)

?

9

武
城
郷
王
才
歓
港
、
摩
取
小
委
建
所
、
勝
五
年

?

(

及

?

)

?

9

馬
地
口
分
部
田
萱
畝
、
夏
六
年
胡
蹴
井
部
田
萱
畝
、

准
褒
取
回
、
到
年
不
得
田
耕
作
者
、
嘗
還
褒

態
研
入
王
才
、
租
殊
伯
役
一
仰
国
主
、
渠
破
水
誼
一
仰
佃

口
、
雨
和
立
契
、
獲
指
魚
信
、

貸
褒
人
白 王
俗才
定ー歓

委
主

-54-

知
見
人
夏
尾
次

知
見
人
皇
甫

こ
れ
は
願
慶
四
年
(
六
五
九
年
)
末
、

帥

知

見

人

康

口

-

口

-

-

(

蹴

一

働

時

削

…

同

一

一

一
印
刷
…
詐
繭
)

白
倫
定
と
い
う
も
の
が
王
才
歎
な
る
人
物
か
ら
小
委
四
餅
を
借
り
る
か
わ
り
に
、
国
土
を
ひ
き
わ
た
す

約
束
を
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
、
こ
れ
を
「
准
褒
取
田
」
と
表
現
し
て
い
る
。
国
土
の
記
載
に
は
剣
誼
し
に
く
い
部
分
が
あ
る
が
、
頼
慶
五
年

分
と
し
て
一

畝
、
同
六
年
分
と
し
て
一
畝
、
そ
れ
ぞ
れ
別
な
田
土
を
ひ
き
わ
た
す
約
束
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
理
解
し
た
。
呉
震
氏
は

こ
の
文
書
を
租
佃
契
約
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
文
に
「
拳
取
小
委
態
研
」
と
あ
り
、
署
名
欄
に
「
貸
要
人
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
み



る
と
、
新
彊
維
吾
爾
自
治
匡
博
物
館
の
掲
示
に
「
額
慶
四
年
自
信
定
借
褒
契
」
と
あ
る
方
が
、
文
書
の
形
式
と
し
て
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
た

だ

一
般
の
借
褒
契
な
ら
利
息
の
規
定
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
こ
の
文
書
の
ば
あ
い
利
息
の
無
さ
そ
う
な
こ
と
は
、
利
息
に
か
ん
す
る
文
言
が
な
い

う
え
、
違
約
罰
文
言
の
賠
償
額
が
元
本
と
同
額
(
婆
四
斜
)
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
田
土
の
利
用
に

よ
っ
て
利
息
分
な
り
元
利
南
方
な
り
が
消
却
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
も
し
二
年
後
に
元
利
が
消
却
し
お
え
て
回
土
が
返
還
さ
れ
る
の
な

ら
ば
、
こ
の
契
約
は
寅
質
的
に
租
佃
契
約
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
二
年
の
期
聞
が
過
ぎ
て
、
元
本
の
小
褒
四
餅
が
返
済
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
国

土
が
返
還
さ
れ
な
い
の
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
永
久
質
と
し
て
の
典
地
契
約
に
ひ
と
し
く
な
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
こ
の
文
書
に
は
、
典
地
契

約
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
文
字
は
な
い
。

さ
て
最
後
に
、
巌
密
な
い
み
で
の
典
地
契
約
文
書
を
あ
げ
よ
う
。
こ
れ
は
吐
魯
番
出
土
文
書
に
は
な
く
、

敦
埠
出
土
文
書
に
一
例
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。

(
O〉
贋
順
参
年
歳
次
葵
丑
十
月
廿
二
目
立
契
、
莫
高
郷
百
姓
龍

章
砧

・
弟
祐
定
、
伏
縁
家
内
窓
閥
、
無
物
用
度
、
今
終
父

(

雨

)

(

質

)

〈

連

)

租
口
分
地
雨
睦
子
共
克
畝
中
半
、
只
典
己
蓮
昨
人
押
街

(自〉

羅
思
朝
、
断
作
地
債
、
其
目
見
過
褒
萱
拾
伍
碩
、
字

今
己
後
、
物
無
利
頭
、
地
無
雇
債
、
其
地
佃
種
、
限

(
許
)

康
年
内
、
不
喜
地
主
牧
俗
、
若
於
年
限
満
目
、
便
仰
地
主
排

還
本
菱
者
、
便
仰
地
主
牧
地
、
両
共
劃
面
卒
章

震
定
、
更
不
計
喜
休
悔
、
如
若
先
悔
者
、
罰
車
円
褒

(
此
)

拾
駄
、
充
入
不
悔
人
、
恐
後
無
信
、
故
勤
次
契
、

用

魚
後
患
「
|
|
』
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地
主
弟
龍
一前
定
(
押
)

地
主
兄
龍
章一
師
(
押
)

只
奥
地
人
押
街
羅
思
朝

知
見
人
押
街
羅
安
進
(
押
)

知
見
人
法
律
一
晴
海

(
押
)

(
ス
タ
イ
ン
漢
文
文
書
四
六
六
〉

こ
れ
は
五
代
後
周
の
贋
順
三
年
〈
九
五
三
年
)
、
龍
章
一
府
・

龍
一
脂
定
兄
弟
が
二
畝
牢
の
田
土
を
押
街
の
羅
恩
朝
に
質
入
れ、

妻
十
五
碩
を
う
け
と

る
契
約
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
褒
に
は
利
息
が
つ
か
な
い
か
わ
り
、

質
取
主
の
羅
思
朝
は
こ

の
田
土
を
四
年
間
使
用
で
き
る
。
こ
の
四

年
聞
を
過
ぎ
た
ら
、
龍
章
一
師
ら
は
元
本
の
褒
十
五
碩
を
返
済
し
て
国
土
を
う
け
と
る
こ
と
に
な
る
。
元
本
を
返
さ
な
け
れ
ば
回
土
は
返
ら
な
い

の
で
あ
る
。

な
お
典
地
契
約
文
書
で
は
な
い
が
、

事
質
上
そ
れ
と
同
じ
致
果
を
生
む
も
の
に
買
戻
候
件
附
買
買
の
契
約
が
あ
る
。
敦
埠
出
土
文
書
の
う
ち
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に
そ
の
一
例
が
あ
る
の
で
あ
げ
て
お
く
。

(

P

)

請
城
北
宋
渠
上
界
有
地
萱
畦
、
北
頭
萱
片
共
計
捧
畝
、
東
至
円
ハハ

(
郷
)

南
至
地
回
、
子
時
太
卒
輿
園
出
用
年
壬
午
歳
二
月
廿
目
立
契
、
赤
心
門
ハ

阿
驚
二
人
、
家
内
欠
少
、
債
負
深
度
、
無
物
填
還
、
今
門
ハ
ハ

与
都
頭
令
狐
来
清
、
断
作
地
債
、
毎
畝
萱
拾
京
碩
、

通
h
l

{
懸
)

首
日
交
相
分
付
詑
、
無
升
合
玄
欠
、
自
責
儀
後
、
任
門
川

{
賊
)

有
住
盈
・
阿
驚
二
人
能
揖
修
演
此
地
来
、
使
容
許
門
川

兄
弟
及
別
人
修
演
此
地
来
者
、
便
不
容
許
修
漬
門
川

便
入
戸
、
恩
勅
流
行
口
、
亦
不
在
論
理
、
不
許
休
悔
者
円



(
震
後
四
郡
)

稜
査
疋
、
充
入
不
悔
人
、
恐
後
無
信
、
故
立
此
契
、
用
門
川
川

〈
ス
タ
イ
ン
漢
文
文
書
一
三
九
八
〉

こ
れ
は
太
平
輿
園
七
年
(
九
八
二
年
)
、

宋
代
の
契
約
書
で
あ
る
が
、
敦
煙
鯨
赤
心
郷
の
農
民
の
お
そ
ら
く
は
住
盈

・
阿
矯
兄
弟
が
、
二
枚
の
国

土
計
四
畝
を
都
頭
の
令
狐
口
清
に
輿
え
、
畝
嘗
り
十
二
碩
を
う
け
と
っ
た
と
い
う
。
「
自
貰
除
後
」
と
あ
る
か
ら
買

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
住

後

紋

盈
・
阿
鴛
二
人
で
な
け
れ
ば
、

伺た
。
た
だ
し
買
戻
を
許
す
ま
で
の
期
聞
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
奥
地
契
約
と
ち
が
っ
て
、
買
買
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
回
土
を
う
け
と
っ

た
側
は
こ
れ
を
第
三
者
に
轄
費
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
買
主
が
代
債
を
、
返
還
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
土
を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
。
た

徐
人
は
「
修
購
」
を
許
さ
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、

仁
井
田
氏
は
、

こ
れ
を
買
戻
僚
件
附
貰
買
だ
と
指
摘
し

だ
し
代
債
を
、返
さ
な
け
れ
ば
回
土
は
返
ら
な
い
。
質
質
は
前
の
奥
地
契
約
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

私
は
奮
稿
に
お
い
て
、

の
租
佃
制
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
、

吐
魯
番
の
租
佃
契
約
文
書
は、

大
谷
探
検
隊
将
来
文
書
中
に
多
数
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
佃
人
文
書
〈
堰
頭
申
牒
)
中

し
た
が
っ
て
そ
の
租
佃
関
係
は
、
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歴

史

的

背

景

均
田
制
下
の
小
農
民
同
志
の
関
係
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と

し
、
そ
の
黙
で
孫
達
人
氏
ら
の
よ
う
に
、
租
佃
契
約
中
の
二

つ
の
類
型
を
あ
ま
り
裁
然
と
分
別
し
た
り
、
こ
れ
ら
が
地
主
も
し
く
は
高
利
貸
と

貧
農
と
の
聞
の

階
級
封
立
を
し
め
す
も
の
と
す
る
設
に
は
疑
念
を
表
明
し
た
。
も
ち
ろ
ん
租
債
の
支
梯
い
方
式
そ
の
他
の
係
件
と
も
関
連
し

て
、
田
主
・

租
田
人
聞
に
地
位
の
優
劣
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
奮
稿
で
も
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
優
劣
は
、
均
田
農
民
と
い
う
共
通

の
基
盤
の
上
に
生
じ
た
も
の
と
し
た
。
今
回
の
検
討
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
田
主
・
租
田
人
聞
の
優
劣
を
し
め
す
諸
形
態
の
聞
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

中
開
形
態
の
あ
る
こ
と
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

基
本
的
に
は
蓄
稿
の
考
え
を
補
強
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

〉
円
ノ
。
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し
か
し
均
田
農
民
聞
に
租
佃
制
が
流
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
の
農
民
に
一
定
の
国
土
を
保
護
す
る
制
度
で
あ
っ
た
均
田
制
本
来
の
趣
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旨
か
ら
は
外
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
西
嶋
定
生
氏
は
、
吐
魯
番
で
は
給
授
さ
れ
た
田
土
が
遠
距
離
に
散
在
し
て
い
た
の
で
、
均

田
農
民
間
に
租
佃
開
係
を
通
じ
て
回
土
の
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
し
、

ま
た
給
授
さ
れ
た
田
土
が
狭
小
で
あ
っ
た
の
で
、

官
田
・

寺
田

等
の
賃
借
を
通
じ
て
生
計
が
補
わ
れ
た
と
し
て
、
吐
魯
番
に
お
け
る
「
均
田
制
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
叫
。
し
か
し
租
佃

契
約
文
書
の
研
究
の
結
果
は
、
農
民
の
な
か
に
賃
貸
料
の
入
手
を
め
あ
て
に
し
て
田
土
を
貸
し
に
出
す
も
の
が
多
い
こ
と
、
し
た
が

っ
て
租
佃

制
は
均
田
農
民
相
互
の
聞
に
お
こ
な
わ
れ
て
レ
る
に
し
て
も
、
そ
の
均
田
農
民
の
生
活
は
け
っ
し
て
安
定
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
今
回
の
検
討
に
よ
っ
て
、
租
佃
契
約
関
係
ば
か
り
で
な
く
、

摩
銭
契
約
や
借
褒
契
約
に
よ
っ
て
、
借
財
の
代
償
に
回
土

を
抵
嘗
や
質
に
提
供
す
る
よ
う
な
事
態
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
す
れ
ば
唐
代
の
吐
魯
番
に
お
い
て
は
、

さ
き
に
引
用
し
た
(

H

)

卜
老
師
や

均
田
農
民
の
窮
迫
・
混
落
が
一
定
程
度
進
行
し
て
い
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

(
I

)

(

J

)

(

K

)

張
善
葺
の
ば
あ
い
は
、
そ
の
よ
う
な
朕
態
を
具
盤
的
に
し
め
し
て
い
る
。

さ
き
に
私
は
蓄
稿
で
、
吐
魯
番
出
土
の
契
約
文
書
は
均
田
制
時
代
の
も
の
で
あ
り
、

敦
埠
出
土
の
契
約
文
書
は
均
田
制
崩
壊
後
の
も
の
で
あ

- 58一

る
こ
と
に
注
意
を
う
な
が
し
た
。
今
回
の
租
佃
契
約
の
検
討
に
際
し
て
は
、
吐
魯
番
出
土
文
書
を
主
と
し
て
あ
っ
か
い
、
敦
憧
出
土
文
書
に
は

ほ
と
ん
ど
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
敦
爆
で
は
新
出
の
史
料
が
加
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
奮
稿
の
考
え
を
改
め
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
敦
埋
の
租
佃
契
約
文
書
も
、
通
常
の
地
主
優
位
の
小
作
開
係
と
、
消
費
貸
借
的
な
性
格
の
も
の
と
か
ら
な
る
が
、
敦
埠
で
は
い
.
す
れ
の

ば
あ
い
も
契
約
嘗
事
者
整
方
を
拘
束
す
る
違
約
罰
文
言
が
あ
り
、

そ
の
ほ
か
署
名
の
し
か
た
や
契
約
書
を
二
通
(
国
主
側
の
も
の
と
租
回
人
側
の

比
較
的
針
等
な
小
農
民
同
志
の
契
約
の
お
も
か
げ
が
の
こ

っ
て
お
り
、

帥

戸
が
一
方
的
に
地
主
に
た
い
し
て
義
務
を
誓
う
契
約
の
形
式
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
敦
埠
の
租
佃
契
約
関
係
は
、
均
田
小
農
民
同
志

の
契
約
関
係
か
ら
、
宋
代
以
後
の
契
約
関
係
に
い
た
る
、
過
渡
期
に
位
置
す
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
と
お
も
わ
れ
る
。

話
を
吐
魯
番
の
租
佃
契
約
関
係
に
戻
す
が
、
池
田
温
氏
は
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
租
佃
の
二
つ
の
型
、

菱
主
・
銭
主
型
(
租
回
人
が
優
位
な
消
費
貸
借
的
な
ば
あ
い
)
と
の
聞
に
、

も
の
と
)
作
成
す
る
ば
あ
い
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

宋
代
以
後
の
佃

い
)
と

氏
の
い
う
地
主
型
(
地
主
が
優
位
な
ば
あ

年
代
的
な
前
後
関
係
が
あ
る
と
い
う
設
を
の
べ
て
い
る
。
す



帥

八
世
紀
に
褒
主
・
鏡
主
型
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
黙
に
つ
い
て
、
私
は
若

干
の
疑
問
を
も
っ
。
今
回
紹
介
し
た

(
J
〉
糟
章
三
年
(
六
七
O
年〉

左
憧
意
租
佃
契
は
、
氏
の
い
う
委
主
・

銭
主
型
だ
が
七
世
紀
の
も
の
で

あ
り
、
従
来
知
ら
れ
た
こ
の
種
の
租
佃
契
よ
り
も
時
期
が
早
い
。
(

N

)

顛
慶
四
年

(
六
五
九
年
〉
自
信
定
借
褒
契
は
、
既
越
の
よ
う
に
、
質
質

的
に
は
租
佃
契
か
典
地
契
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
時
期
が
早
い
の
で
あ
る。

国
土
を
抵
嘗
に
指
定
し
た
奉
銭
契
は
、
消
費
貸

借
的
な
租
佃
契
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

な
わ
ち
七
世
紀
ま
で
は
多
く
地
主
刑
阜
、

左
憧
嘉
が
関
係
す
る
麟
徳
二
年
(六
六
五
年
〉・

乾
封
元
年

(六
六
六
年
)
・(
K

)

乾
封

三
年
(
六
六
八
年
〉
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
(

L

)

長
安
三
年

(七
O
三
年
)
史
玄
政
放
債
契
(
曹
保
ミ
翠
銭
契
)
は
、
負
債
が
返
済
さ
れ
な
い

田
土
を
租
佃
に
出
さ
せ
る
約
束
を
し
て
い
る
が
、

租
佃
関
係
の
前
提
に
つ
ね
に
奉
銭
・
借
褒
等
の
契
約
が
あ
る
必
要
は
な
く
、
む
し

ば
あ
い
、

ろ
元
本
の
返
済
か
国
土
の
提
供
か
を
迫
ら
れ
る
拳
銭
・
借
褒
契
の
方
が
、
租
佃
契
よ
り
も

一
一層
き
び
し
い
消
費
貸
借
関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
奉
銭
・
借
姿
契
が
早
く
か
ら
出
現
し
て
い
る
黙
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
附
言
す
る
な
ら
ば
、

唐
朝
征

お
よ
び
義
和
三
年
公
三

六
年
〉

の

延
昌
二
十
四
年
(
五
八
四
年
〉
な
い
し
そ
の
前
後
の
も
の
、

- 59ー

服
以
前
の
高
昌
園
時
代
の
租
佃
契
と
し
て
は
、

も
の
が
知
ら
れ
る
州
、
こ
れ
は
署
名
こ
そ
な
け
れ
、
文
書
の
内
容
は
租
債
前
排
い
の
褒
主

・
銭
主
型
に
属
す
る
。
た
だ
し
違
約
罰
文
言
は
契
約

雨
嘗
事
者
を
拘
束
し
て
お
り
、
国
主
の
貧
窮
を
推
測
し
て
よ
い
か
ど
う
か
難
し
い
。

池
田
氏
の
い
う
地
主
型
に
属
す
る
文
書
は
、

(
D
〉
貞
観
十
七
年

(
六
四
三
年
〉

(
E〉
貞
観
二
十
二
年
(
六
四
八
年
)

(
F〉
額
慶
四
年

こ
れ
に
賛
成
で

(
六
五
九
年
〉
等
、

き
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
。

氏
は
(

C

)

天
授
三
年
(
六
九
二
年
〉
文
書
も
地
主
型
に
入
れ
る
が
、

し
か
し
な
ぜ
地
主
制
が
唐
初
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
れ
ら
の
文
書
を
も
、
私
の
い
う
よ
う
に
均

田
小
農
民
同
志
の
関
係
を
示
す
と
す
る
な
ら
ば
、
均
田
農
民
が
比
較
的
健
全
な
初
期
か
ら
、
奉
鎮
契
約
や
消
費
貸
借
的
租
佃
制
に
示
さ
れ
る
農

民
の
漫
落
へ
と
い
う
コ

l
ス
が
一
醸
考
え
ら
れ
る
が
、
農
民
の
混
落
は
一
面
に
お
い
て
、
土
地
を
蓄
積
す
る
農
民
の
撞
頭
と
、
そ
の
土
地
を
耕

な
る
ほ
ど
唐
初
に
集
中
し
て
い
る
。

作
す
る
第
働
力
の
出
現
を
も
い
み
す
る
。

し
た
が
っ
て
農
民
の
浪
落
と
地
主
制
の
護
展
が
、
相
な
ら
ん
で
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
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あ
る
。

た
だ
小
農
民
が
土
地
を
蓄
積
し
て
い
く
ば
あ
い
、
租
佃
制
的
地
主
と
し
て
よ
り
も
、
雇
傭
務
働
を
用
い
て
自
ら
耕
作
・

経
営
を
お
こ
な
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う
富
農
と
し
て
成
長
し
て
い
く
ば
あ
い
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
地
主
型
的
租
佃
文
書
が
少
な
い
の
は
偶
然
で
な
い
か
も
し
れ
な

ゆ

敦

埠
で
は
租
佃
契
約
書
が
少
な
い
割
に
、
雇
傭
契
約
書
が
相
嘗
出
土
し
て
い
る
し
、
吐
魯
番
で
も
「
作
人
」
と
よ
ば
れ
る
雇
傭
第
働
の
存
在
が
指

、前

U
，

h
u
 

摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
敦
濯
な
ど
で
、
農
民
聞
の
租
佃
契
約
書
の
出
土
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
組
佃
関
係
そ
の
も
の
が
展
開
し
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
。
敦
埠
の
寺
院
の
大
荘
田
の
租
佃
制
が
ひ
ろ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

寺
院
の
計
倉
文
書
に
よ
っ
て

A
刀
岬g

h
uv
 

明
確
に
う
か
が
わ
れ
る
。
吐
魯
番
で
も
寺
槻
田
の
租
佃
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
は
残
存
史
料
が
少
な
い
に
せ
よ

A
C叫
，

h
u
v
 

っ
て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
佃
人
文
書
に
よ

最
後
に
、
吐
魯
番
の
奉
銭
契
約

・
借
褒
契
約
の
抵
嘗
と
し
て
の
国
土
の
扱
い
方
と
、
園
家
法
と
し
て
の
律
令
と
の
関
係
に
つ

い
て、

意
見
を

の
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
小
口
彦
太
氏
は
、
左
憧
嘉
放
債
諸
契
に
み
え
る
不
動
産
差
押
文
言
は
、
抵
嘗
権
の
設
定
の
よ
う
に
み
え

る
が
、

買
は

(
L
〉
長
安
三
年
史
玄
政
放
債
契
に
よ
る
と
、

債
務
不
履
行
の
ば
あ
い
田
土
の
占
有
・

使
用
を
委
ね
る
も
の
で
、
そ
れ
は
占
有
質

の
殻
約
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
裏
に
首
時
吐
魯
番
で
不
動
産
質
慣
行
が
存
在
し
た
こ
と
を
珠
想
さ
せ
る
と
し
た
。
そ
し
て
嘗
時

均
田
制
の
還
受
ま
で
寅
施
さ
れ
た
止
魯
番
で
こ
の
よ
う
な
慣
行
が
存
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
法
と
ま
っ
た
く
無
関
係
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
開
元
二
十
五
年
令
の
「
諸
国
不
得
貼
賃
及
質
」
と
い
う
禁
止
規
定
が
つ
く
ら
れ
る
以
前
に
は
、
不
動
産
質
が
令
に
よ
っ
て
も
許
さ
れ
て
い

A
4
4'
 

ム
H
V

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
か
つ
て
加
藤
繁
氏
は
、
開
元
二
十
五
年
令
の
国
土
寅
買
禁
止
と
右
の
貼
賃

・
質
の
禁
止
が
、
別
僚
に
離
れ
て

A
M
w，
 

h
uv
 

規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
唐
初
に
は
不
動
産
質
の
禁
止
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
小
口
氏
の
設
は
こ
の
加
藤
設
を

- 60ー

追
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
私
は
本
稿
で
、
吐
魯
番
に
お
け
る
抵
嘗
と
し
て
の
国
土
の
扱
い
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
っ
た
と
考
え
た
。
そ
の
う
ち
左
憧
惹

関
係
の
麟
徳
二
年

・
乾
封
元
年
文
書
の
、

三
年
文
書
の
「
賂
中
渠
菜
薗
牢
畝
、
与
作
銭
質
買
」
と
は
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
お
も
う
が
、
小
口
氏
の
よ
う
に
(

L

)

長
安
三
年
文
書

か

た

な

「
銭
の
質
に
与
え
作
し
て
貰
る
」
と
で
も
讃
む
か
、

「
任
左
牽
製
某
家
資
雑
物

・ロ
分
田
桃
(
あ
る
い
は
口
分
田
薗
)
」
と
い
う
差
押
文
言
と
、

(
K
〉
乾
封

と
週
土
。
肢
い
が
司
じ
だ
と
は
、
私
は
考
え
な
い
。
前
者
の
「
与
作
銭
質
貰
」
を
、

質



貰
」
と
い
う
成
語
と
し
て
理
解
す
る
か
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
賓
」
の
語
が
あ
る
の
は
、
後
者
の
単
な
る
占
有
・
使
用
檀
の
移
譲
と
は

ち
が
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
者
に
つ
い
て
も
う
す
こ
し
考
え
て
み
る
と
、
均
田
制
下
で
口
分
回
を
差
押
え
て
、
こ
れ
を
第
三
者
に
轄
買

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
は
お
も
わ
れ
な
い
か
ら
、
「
買
」
は
責
は
「
買
」
ま
た
は

「
質
買
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ば
あ
い
物
件
を
差

押
え
て
手
も
と
に
お
く
の
で
あ
る
が
、
買
戻
篠
件
附
頁
買
の
ば
あ
い
と
同
じ
く
、

債
務
者
が
買
戻
す
権
利
を
も
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後

者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
既
に
論
じ
た
よ
う
に
租
佃
に
と
る
の
で
あ
っ
て
、

不
動
産
質
(
奥
地
)
で
は
な
い
。

貫
質
的
に
奥
地
に
あ
た
る

の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
の
は
(

N

)

額
慶
四
年
自
信
定
借
褒
契
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
文
書
の
形
式
と
し
て
は
典
地
で
は
な
い
。
今
後
の

護
見
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
吐
魯
番
で
不
動
産
質
契
約
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
誼
援
は
な
い
よ
う
に
お
も

う
。
敦
埋
で
も
奥
地
契
約
は
少
な
く
、
そ
れ
も
五
代
末
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
示
唆
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

唐
初
の
律
令
で
貼
賃
・
質
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
か
、

レ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
、
加
藤
・
小
口
雨
読
と
も
に
多
分
に
推
測

で
あ
っ
て
、
断
言
は
で
き
な
い
と
お
も
う
。
た
だ
右
の
よ
う
に
、
吐
魯
番
で
の
債
務
不
履
行
の
際
の
国
土
の
扱
い
が
多
様
で
あ
っ
て
、
し
か
も
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風
ハ
質
を
し
め
す
形
式
の
文
書
が
見
嘗
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
小
口
設
の
論
誼
は
薄
弱
に
な
り
、
逆
に
禁
止
規
定
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
に
抵
燭
し

か
し
そ
の
黙
に
つ
い
て
の
断
定
は
避
け
て
お
き
た
い
。

な
い
よ
う
に
、
多
様
な
方
式
が
考
え
ら
れ
、
質
質
は
典
質
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
形
式
を
と
っ
た
と
い
う
論
も
成
り
立
た
な
い
で
は
な
い
。
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註ω
玉
井
是
博
「
支
那
西
陸
出
土
の
契
」
〈
一
九
三
六
年
波
表
、
の
ち
に
玉

井
著
『
支
那
祉
禽
経
済
史
研
究
』
に
収
録
〉
、
仁
井
田
陸
『
唐
宋
法
律
文

書
の
研
究
』
〈
一
九
三
七
)
一
二
五
O
頁
以
下
。
こ
の
文
書
は
、
那
波
利
貞

「
唐
妙
本
唐
令
の
一
遺
文
L

(

四
〉
(
『
史
林
』
一
一
一
|
四
、
一
九
一
一
一六)、

「
中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
僑
濫
信
に
闘
す
る
一
根
本
史
料
の
研
究
」

し

(
『
龍
谷
大
拳
傍
教
史
皐
論
叢
』

一
九
三
九
)
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
那
波
氏
の
関
心
は
別
の
所
に
あ
る
。
な
お
以
下
に
引
用
す
る
租
佃
契

約
文
書
の
出
所
は
、
(
E
〉
を
除
い
て
は
、
一
々
注
記
し
な
い
。
そ
れ

ら
は
池
田
温
「
中
園
古
代
の
租
佃
契
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
六

O
、
六
五
、
一
九
七
三
、
一
九
七
五
)
に
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の
で
、
そ
れ



524 

を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
私
の
議
論
と
の
閥
速
で
は
、
拙
都
世
『
均
田
制
の

研
究
』
(
一
九
七
五
)
第
六
章
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

ω
仁
井
回
陸
「
吐
魯
番
設
見
の
唐
代
取
引
法
関
係
文
書
」
(
一
九
六

O
、

仁
井
回
者

『
中
園
法
制
史
研

究

土

地
法
・
取
引
法
』
に
牧
録
〉

ω
仁
井
田
陸
『
唐
宋
法
律
文
書
の
研
究
』

(
前
掲
)
四

O
四
頁
以
下
。

引

用
文
は
四

一二
頁。

帥
韓
図
磐
「
根
嫁
敦
煙
和
吐
魯
番
設
現
的
文
件
略
談
有
闘
唐
代
田
制
的
幾

箇
問
題
」
(『歴
史
研
究
』

一
九
六
二
1

四
、
韓
著
『
陥
唐
五
代
史
論
集
』

に
牧
録
)

∞
孫
達
人
「
劉
唐
至
五
代
租
佃
契
約
経
済
内
容
的
分
析
」
(
『
歴
史
研
究
』

一
九
六
二
|
六
)
。
今
着
の
呉
震
「
吐
魯
番
文
書
」

(
『
歴
史
敬
皐
』
一

九

八
O
l五
)
に
よ
る
と
、
呉
氏
も
同
様
な
見
解
を
の
べ
て
い
る
が
、
た
だ

氏
は
、
回
主
が
他
蕗
に
寄
住
す
る
ば
あ
い
他
人
に
耕
作
を
委
ね
る
卒
等
な

ば
あ
い
も
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
ど
の
よ
う
な
租
佃
契
に
よ
っ
て
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
い
わ
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

ω
私
は
沓
稿
「
西
域
文
書
よ
り
み
た
唐
代
の
租
佃
制
」
(
『
明
治
大
暴
人
文

科
翠
研
究
所
紀
南
京
』
五
、
一
九
六
六
、
の
ち
改
稿

・
改
題
し
て
、
拙
者

『
均
田
制
の
研
究
』
第
六
章
に
牧
録
〉
に
お
い
て
、
北
史
の
記
事
を
婆
の

二
期
作
を
一
示
す
も
の
の
よ
う
に
解
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、

婆
と
他
の

作
物
と
の
二
毛
作
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
数
示
を
い
た
だ
い

た
が
、
後
に
引
く
史
料
に
も
出
る
よ
う
に
、
「
婆
秋
」
「
秋
委
」

等
の
語

も
あ
り
、
夏

・
秋
二
回
の
租
僚
徴
収
の
例
も
あ
る
の
で
、
前
の
考
え
を
す

て
き
れ
な
い
。
な
お
、
近
代
の
事
例
と
し
て
、
蓄
積
で
は
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ

ン
ド
の
紀
行
文
を
引
い
た
が
、
筆
者
自
身
が

一
九
七
九
年
訪
中
の
お
り
吐

魯
番
で
直
接
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
小
郡
安
の
牧
穫
は
五
月
中
旬
、
そ

の
あ
と
に
高
梁
を
多
く
つ
く
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

的

池

田

温

「中
園
古
代
の
租
佃
契
」

(前
掲
)
(
上
)
八
七
頁。

制
仁
井
田
陸

「吐
魯
番
設
見
の
唐
代
租
国
文
書
の
二
形
態
」
(
一
九
六

一
、

仁
井
田
著
『
中
閣
法
制
史
研
究
奴
隷
農
奴
法

・
家
族
村
落
法
』
に
牧
録
)

刷
新
組
維
五
回
繭
自
治
区
博
物
館
編

『新
調
歴
史
文
物
』

(
一
九
七
八
〉

一

一
四
頁
、

圏
三
二
「
索
蕃
奴
租
回
契
」
。
こ
の
契
の
録
文
は
本
稿
が
最
初

か
と
お
も
う
。

川州

拙
者
『
均
田
制
の
研
究
』
二
九
一
頁
。

ω
前
掲
書
二
九
五
l
二
九
六
頁
。

同
池
田
温
、
前
掲
論
文
(
上
〉

一
八
頁。

帥
私
の
諸
問
稿
(
『
均
田
制
の
研
究
』
二
九
四
頁
)
で
は
、
こ
の
文
書

の
違

約
罰
文
言
は
国
主
・
租
田
人
雨
者
を
拘
束
す
る
と
考
え
た
が
、
そ
の
貼
の

明
謹
は
な
い
の
で
本
文
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

川
刊
新
酒
維
吾
爾
自
治
区
博
物
館
「
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
三
六
三
競
墓
溌
掘
簡

報
」
(『文
物
』

一
九
七
二
|
一一)

帥
新
酒
維
吾
爾
自
治
医
博
物
館
「
吐
魯
番
鯨
阿
斯
塔
那

恰
位
和
卓
古
墓

群
設
掘
閲
報
ハ
一
九
六
三
|

一
九
六
五
〉
」
(
『
文
物
』
一
九
七
三
|
一
O
〉

二
三
頁
、
岡
三
七
。
池
田
温
、
前
掲
論
文
(
中
)
九
七
|
九
八
頁
に
録
文

が
あ
り、

池
田
氏
は
日
附
を
「
三
月
十
三
日
」
と
し
て
い
る。

帥
張
蔭
才
「
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
左
憧
葱
墓
出
土
的
幾
件
唐
代
文
書」

(『文

物
』
一
九
七
三
l
一
O
)

制
一
九
五
九
年
以
後
十
三
次
に
お
よ
ぶ
吐
魯
番
地
方
の
古
墓
群
の
設
鋸
で

え
ら
れ
た
文
書
は
二
千
七
百
通
に
お
よ
ぶ
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ら
は
唐
長
部

氏
指
導
の
下
に
諸
皐
者
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
文
物
出
版
社
か
ら
出
版
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
奥
震

「吐
魯
番
文
書
」
〈
前
掲
〉
参
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照
。
な
お
こ
こ
に
紹
介
す
る
文
書
は
字
盤
が
非
常
に
讃
み
に
く
い
。
剣
讃

を
た
す
け
て
い
た
だ
い
た
菊
池
英
夫
氏
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

伸

張

蔭

才
、
前
掲
論
文
八

O
頁
、
園
七
。
同
論
文
中
、
お
よ
び
池
田
温
、

前
掲
論
文
(
中
)
五
五
|
五
六
頁
に
録
文
が
あ
る
。

帥
拙
稿
「
唐
宋
閲
消
費
貸
借
文
書
私
見
」
(『鈴
木
先
生
古
稀
記
念
東
洋
史

論
叢
』
一
九
七
五
)
参
照
。

M
W

こ
の
う
ち
ス
タ
イ
ン
漢
文
文
書
五
八
一
一
践
は
従
来
未
紹
介
で
あ
る
の

で
、
つ
ぎ
に
録
し
て
お
く
。
東
洋
文
庫
教
爆
文
献
研
究
委
員
曾
編
『
西
域

出
土
漢
文
文
鍬
分
類
目
録
初
稿
』

E
(
一
九
六
七
)
は
、
「
乙
丑
年
三
月

五
日
索
猪
有
震
少
種
子
途
於
龍
奥
寺
張
法
律
便
婆
種
返
還
訴
吠
」
と
名
づ

け
て
い
る
が
、
訴
紋
で
あ
る
か
ど
う
か
剣
然
し
な
い
。

乙
丑
年
三
月
五
日
、
索
猪
有
篤
少
種
子
、
途
於
龍
興
寺
張
法
律
、

(
質
)

寄
将
委
参
碩
、
弁
無
只
典
、
至
秋
納
委
陸
碩
、
其
秋
只
納
得
婆

母
碩
、
更
欠
婆
雨
碩
、
直
至
十
月
、
経
口
不
得
、
他
自
終
大
頭
釧

(

質

}

?

萱
、
只
欠
婆
商
碩
、
其
秋
彼
至
十
二
月
末
納
不
就
便
則
至
庚
(
以
下
紋
)

な
お
ベ
リ
オ
漢
文
文
書
二
六

O
九
時
抗
紙
背
に
、
銀
謹
を

「典
物
」
に
あ
て

た
こ
と
を
示
す
訴
吠
ら
し
き
文
が
あ
る
が
、

潟
県
で
は
剣
讃
が
難
し
く
録

文
で
き
な
い
。

帥

池

田

温
、
前
掲
論
文
(
中
〉
五

O
頁
以
下

「
困
地
の
抵
蛍
・
奥
地
と
租

佃
」
の
項
、
小
口
彦
太

「
吐
魯
番
渡
見
唐
代
賃
貸
借

・
消
費
貸
借
文
書
に

つ
い
て
|
|

『文
物
』
一

九
七
三
年
第
十
期
所
載
文
書
よ
り
|

|
」
(
『
比

較
法
拳
』

一
O
l
て

一
九
七
五
〉

M
W

張
蔭
才
、
前
掲
論
文
七
八
頁
、
箇
三
、
因
。
同
論
文
中
、
お
よ
び
池
田

温
、
前
掲
論
文
(
中
)
五

一
|
五
四
頁
に
録
文
が
あ
る
。
池
田
氏
は
こ
の

例
か
ら
、
前
に
ふ
れ
た
儀
鳳
二
年
(
六
七
七
年
)
の
卜
老
師
の
穆
銭
契
に

も
、
口
分
田
を
含
ん
だ
差
押
文
言
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

M

刷

新
彊
維
吾
爾
自
治
医
博
物
館
「
吐
魯
番
鯨
阿
斯
塔
那
|
恰
位
和
卓
古
纂

群
後
掘
簡
報
(
一
九
六
三
l
一
九
六
五
)
」
(前
掲
)
二
五
頁
、

周
囲
五
、

奥
震
「
吐
魯
番
文
書
」
(
前
掲
)
一

一
一
頁
園
。

池
田
温
、
前
掲
論
文
(
中
〉

五
八
|
五
九
頁
、
小
口
彦
太
、
前
掲
論
文

一
一一一
ー
一

四
頁
に
録
文
が
あ
る

が
、
原
定
員
が
不
鮮
明
な
た
め
誤
讃
も
あ
る
よ
う
で
、
本
稿
引
用
文
は
筆

者
が
新
彊
維
吾
爾
自
治
匿
博
物
館
で
賓
見
し
た
究
書
に
よ

っ
て
訂
正
し

た
。

M
W

奥
震

「吐
魯
番
文
書
」

(
前
掲
)
一一

一
頁
に
園
が
あ
る
が
、

寓
員
不
鮮

明
で
剣
讃
し
が
た
い
黙
も
あ
る
の
で
、

新
彊
維
吾
爾
自
治
医
博
物
館
で
寅

見
し
た
究
書
を
参
照
し
て
録
文
し
た
。

帥
仁
弁
回
陸
「
教
煙
夜
見
の
唐
宋
取
引
法
関
係
文
書
(
そ
の
こ
と
(
仁
井

困
者
『
中
園
法
制
史
研
究
土
地
法

・
取
引
法
』
一
九
六

O
〉
六
八
四
|

六
八
五
頁。

帥

西

嶋
定
生

「
吐
魯
番
出
土
文
書
よ
り
見
た
る
均
回
制
の
施
行
欣
態
」

(
一
九
五
九
、
西
嶋
著
『
中
園
経
済
史
研
究
』

に
枚
録
)

制

宋

代

以
後
の
契
約
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
仁
井
田
陸
「
元
明
時
代
の
村

の
規
約
と
小
作
読
書
な
ど
付

|
l日
用
百
科
全
書
の
類
二
十
種
の
中
か
ら

|
|
」
〈
一
九
五
六
、
仁
井
田
著
『
中
園
法
制
史
研
究
奴
隷
農
奴
法

・

家
族
村
落
法
』

に
牧
録
)
参
照
。

伺
池
田
温
、
前
掲
論
文
(
上
)
八
八
頁。

帥
延
昌
二
十
四
年
お
よ
び
そ
の
前
後
の
契
三
通
は
、
か
つ
て
奥
震
「
介
紹

八
件
高
昌
契
約
」
(
『
文
物
』

一
九
六
二
|
七

・
八
)
に
紹
介
さ
れ
て
池
田

前
掲
論
文
(
上
)
に
も
枚
録
さ
れ
て
い
る
が
、
義
和
三
年
氾
馬
見
租
佃
契

は
、
新
彊
維
吾
繭
自
治
区
博
物
館
で
貧
見
し
た
。
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帥
そ
の
鮎
で
、
前
引

(
G〉
龍
朔
三
年
三
ハ
六
三
年
)
文
書
は
、
租
佃
の

一
種
で
あ
る
に
し
て
も
、
回
主
が
舎
佃
人
と

一
緒
に
な
っ
て
田
土
を
耕
作

し
よ
う
と
し
て
い
る
粧
が
注
目
さ
れ
る
。

帥
王
仲
筆
「
試
律
吐
魯
番
出
土
的
幾
件
有
関
過
所
的
唐
代
文
書
」
〈
『文

物
』

一
九
七
五
|
七
)
、
吐
魯
番
文
書
整
理
小
組

・
新
孤
維
五
回
爾
自
治
区

博
物
館
「
吐
魯
番
耳
目
|
唐
墓
葬
出
土
文
書
概
述
」
(『文
物
』
一
九
七
七

|
一
二
)

伺

拙
著
『
均
田
制
の
研
究
』
第
六
章
、
三
四
O
頁
以
下
。

M
W

周
藤
吉
之
「
吐
魯
番
出
土
の
佃
人
文
書
研
究
」
「
佃
人
文
書
研
究
補
考
」

(
周
藤
者
『
蔚
宋
社
曾
経
済
史
研
究
』
一

九
六
五
)

同

小

口

彦
太
、
注
帥
前
掲
論
文
。

同

加

藤

繁

「唐
代
に
於
け
る
不
動
産
質
に
就
い
て
」

者
『
支
那
経
済
史
考
讃
』
上
巻
所
枚
)

(一

九
二
二
、
加
藤

(
一
九
八

O
年
七
月
〉
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hand, the conscription of registered males was not so effectively carried

out, probably due to the sabotage of village chiefs.　This may indicate

that the village chiefsぺivere selective in the kind of government orders

they were willing to comply with｡

　　

？αだIV. A regulation of 1828 concerning the appointment of village

chiefs aimed to control the selection process of the political leaders of ａ

village.

　

This regulation, however, was essentially the recapitulation of

the already existing regulation dating back to the Ｌ&黎dynasty. This fact

strongly

　

suggests

　

that

　

the

　

regulation

　

of

　

1828 ■ｗａＳ　anadministrative

“garnish” which was di伍cult to implement｡

　　

乃

renounced the privileged share　of ｏ伍cials in the cone　ｊか7z.　　This

means that the regulation of 1840 (see Sakurai, 1977) o伍cially recognized

the right of the village to control the ｃｏｎｇｄｉｅｎas communal land｡

　　

In conclusion, the ｓｏ･calledpolitical centralization of the Minh Mang

period essentially meant administrative centralization without necessarily

any accompanying concomitant social ０ｒ economic centralization at the

village level. It is my contention that this administrative centralization

in fact strengthened village autonomy.

THE RELATIONSHIP OF THE LEASING OF LAND

　

WITH MORTGAGING AND PAWNING DURING

　　　　　　　　　　

THE T'ANG PERIOD

　

From the tsutien-contractato the tienti-contracta*

HORI Toshikazu

　　　

* The tｓｕtｉｅｎ租佃-contractsare called 'land-lease'contracts below.

　　　　

The tｉｅｎti典地-contractsare contracts where land is pawned.

　　

The fact that we can find two kinds of T'ang 唐land-lease contracts

among the documents which have been discovered in Turfan 吐魯番and

Tunhuang敦煌, has already been pointed out by several persons ； one

involving persons who possessed more than enough land lending it to

peasants who had g shortage, and the other involving something like

consumption loans, in which poor peasants lent out their land in order to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



obtain land. But it would be going too far to consider these as contracts

between large feudal landowners or rich usurers and poor people, and l

already advocated before that such contracts have to be considered as

relationships among small peasants themselves in the period of the land-

allotment system (ｃｈｕルｔ'ｉｅｎ均田）ｏｒin its dissolution period. In this

article l will reinforce my former theory by showing that there ｅχisted

several intermediate forms between the above-mentioned two types which

show an advantage to either the lender or borrower of land.

　　

One can find cases among the documents discovered in Turfan, in

which land-leases and money loans were conducted between　the same

persons on the same or almost the same date. This fact shows well the

close relationship between the above mentioned land･leases and the loans

for consumption.　Among the money loan-contracts of the early T'ang

discovered in Turfan, which have become known in recent years, there

are several contracts which stipulate that, in case of incapability on the

part of the borrower to return the loan, land will be transferred to the

lender, but even in this case there are several forms.　Also the way of

designating the land is not 丘χed, and in cases where land is transferred,

sometimes the land becomes virtually ａ pawn, and sometimes the land is

returned after having been lent out for ａ certain period.　Furthermore,

contracts have also been discovered in which land is transferred at the

same time as grain is borrowed.　But　formal　tie.ｎti-contracts　in which

the pawning of land is defined in ａ clear way, have not been found in

Turfan.

　

The only such contracts discovered at Tunhuang are one copy

of a ZfEが≪-contract and one of ａ landselling contract with the possibility

of buying　it　back, which　resemblｅｓ ａ tｉｅｎti-contract,both　contracts

belonging to the end of the period of the Five Dynasties (Wu-tぶ五代）

or the beginning of the Sung 宋.

　　

There is ａ theory that stipulates that under the two types of land-

lease contracts mentioned above, the one where rich landowners lent out

land to poor peasants occurred first,and that the one where poor peasants

lent out land for ａ consumption loan occurred afterwards.　But one has

to question this theory if one considers the fact that the above-mentioned

money-loan contracts where land is mortgaged appeared first.　Further･

more, there is ａ theory which inducts from ａ statute （ling令）of the
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twenty-fifth year of the K'ai-yuan 開元period of the T'ang (Ａ. Ｄ. 737)。

forbidding the buying and selling of land or its pawning, that atａcertain.

time before the pawning of real estate had been allowed. But l wonder

whether there is no relationship between the factthat there were so many

forms of mortgaging land among the money-loan contracts　mentioned

above･and the fact that pawning of land did not develop into ａ clear

form.

CURRENCY POLICY DURING THE EARLY MING PERIOD

Danjo Hiroshi

　　　

It is well known that the Ming 明was the first dynasty in history"

which came up from the Chiang-nan 江南area.　Because of this it acted

as ａ mouth-piece for the interests of the landowning class in Chiang-nan.

Consequently, the Ming, in order to become a real unified dynasty, brought

great pressure upon the landowning class in Chiang-nan, freed itself from

the South by moving the capital to Peking under Yung-lo 永楽, and

established a united political system which contained and ruled the South

from the North.

　　　

Parallel with the political centralizing policies, centralization in the

economic field, in particular in the field of currency which is its basis,

involved the “paper bills of the Great Ming”(Ｔａ-Ming夕ａＯ‘ｃｆｉ’ａｏ大明賓

妙).ln this respect Chiang-nan differed greatly from Northern China

in that as an advanced economic area, the silver economy was dominant

there.

　　

Because silver possesses ａ value of its own, it circulates evea

without government intervention.　In other words, the economic world

of Chiang-nan allowed the silver economy as ａ system in itself to circulate

and function without regard to the ｅχistence of the Ming dynasty.

　　　

Aiming at ａ ｕni丘cation of the economy, the Ｔａ-Ｍｉｎｇｐａｏ-ｃＫａｏwere･

issued to counter this･ The usage of silver was prohibited, and the paper

currency itself was made into ａ nonexchangeable currency without any

backing by silver.　To oppose the silver economy of Chiang-nan, one

persisted in trying t0 make it circulate solely with the guaranty of state

power｡
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